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昭和 56年度の業務報告にあたって

景気の好転を期待されとEがら，その回復も見られず依然として厳しい産地の現状にあわ昭和

56年度の大島紬白生産反数は69万7千反余で対前年比97.6%に止まっています。産地の生

産動向も高級品の売行不振，泥染大島紬白在庫増となれまた問屋の説品の誠に伴う一般市場品

の増加を来たしτおります。このような産地町現状の中にあって今後の産地振興をはかるために

は品質の研究改善，少量多品種，新製品目研究開弘新規用途白開発等が重要となっており， そ

白ための基礎研究等が重要となっています。特に家内工業的な手作業を主体とする当産地にあっ

ては経験と勘にたよる小規模零細企業が多く，技術の研究改善開発，業界白指導等公設試験研究

指導機関町役割は緊要であります。

これらり現状を踏まえて当センタ においては組織機構並びに業務の見直し辛行い，昭和56

年4月1日に名称の変更を行い，デザイ Y業務自強化充実をはかるために従来の機織図案研究室

者機織研究室と図案研究室に分離独立させ，業務内容も産地白振興発展，業界のニ ズに対応し

て見直しを行い試験研究並びに業界指導に努めて参りました。ここに昭和56年度に実施しまし

た業務等の概要についてとりまとめて報告します。

昭和57年 4月

鹿児島県大島紬技術指導センタ

館 長 染 JII 弘 光
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1 沿革

年月 沿 革

昭和2年4月 | 昭和2年3月31日に鹿児島工業試験場大島分場が設置され， 4月1日庶務，機

抗原料糸，染色白4部で発足した。
昭和4年11月| 昭和4年11月鹿児島県告示第407号により鹿児島県大島郡染織指導所として独

立。庶務，原料，図案，染色，機械の4部が設置され事務所は名瀬市久里町 5

番37号(現在地)にある。

昭和7年 4月| 大島紬後継者育成のため図案，染織部門の伝習生養成を開始した。

昭和l昨 4且 | 伝習生養成事業を停止した。

昭和2降 4月 | 昭和20年4月20日に戦災をうけ庁舎が全焼したため試験研究業務は停止した。

昭和21年2月 | 昭和21年2月2日に内務省告示第22号により奄美群島は日本本土から分離され

臨時北部南西諸島と名称が付された。

昭和21年同|昭和21年6月から昭和昨日まで臨時北部南西諸島醐経済部商工課で大島

紬の技術指導

昭和25年6月 i大島染織指導所の再発足
昭和26年4月 i旧敷地内に庁舎(木造)争再建し，庶務，図案，機械，原料，染色白5係を配

置し業務開始。

昭和釘年4月

昭和27年4月

昭和27年7月

昭和2牌 12月

昭和2伴 7月

昭和30年11月

昭和34年3月

昭和34年3月

昭和37年 7月

昭和3砕 4月

昭和42年2月

昭和4悼 3月

昭和4併手11月

昭和弘年11月

昭和56年4月

昭和2T年4月から伝習生(一年コース)研究生等(6か月コース〉の養成を鶴自しむ

昭和27年4月に琉球政府が創立され大島染縦旨導所は琉球政府経済局の所管と

なった。

化学係争新設した。

奄事旬d却は毘蜘23年12月25日に荘担御帯しl'iV'盛況島県火島操縦箆靭?となっむ

昭和29年7月12日(条例第51号)に大島染織指毒事所手数料条例が制定されTら

庁舎用地として303 m'1.;>取得しボイラ一室を新築した。

昭和31年 3月31日に加工室，機械室，会議室を新築〔木造)

昭和34年3且31日に恒温恒湿室新築(鉄筋コンクロート)

l昭和3昨酎も昭和3鮮度白闘で奄美大島復興事業により各試験機器を整備しT占

機構改革により庶務係，機織図案研究室，染色化学研究室の1係， 2研究室と

なっTこ。

本館事務室，実験室，機械室，染色棟新築(鉄筋コンタリート)

中小企業技術指導補助金により機器を整備した。

染色排水処理施設を設置した。

技術指道施設費補助金により機器を整備した。

創立回周年記念事業の実施

鹿児島県行政組織規則一部改正により大島染織指導所を大島紬技術指導セYタ

ーに名称変更，機構改革により総務課，機織研究室，染色色学研究室，図案研

究室の1課3研究室となった。

-3-



2. 機構及び組織

(1l機 構

. 
館 長 I人

総 務 課 3人

水産商一 6人

図案研究室 3人

染色化学研究室 6人

(団組 織
¥/J// 1 

区 分 事務系 技術系 労務系 2十 非常勤職員

館 長 1 

総 務 課 3 3 

機織研究室 6 6 1 

図案研究室 3 3 

染色化学研究室 5 1 6 

計 3 15 1 19 l 

(3¥ 職 員

7.現職員

館 長 染川弘光(27年6月〕 図案研究室

総務課 室 長 館 長(兼 務)

課 長 有害由貴夫 (53年7月) 研究員 富山晃次 (56年9月)

J 主 事 中山スズ子(55年7月) 研究員 今村順光(55年11月)

主 事 山口三雄(55年7月) 研究員 徳永嘉美(54年5月)

機織研究室 染色化学研究室

室 長 杉山隆徳(55年11月) 室 長 丸山武満(26年1月)

主任研究員 折川文隆(39年11月) 主任研究員 赤塚嘉寛(31年12月)

研究員 池之平剛(53年4月〕 研究員 西 決造(41年9月〕

研究員 平田清和(54年6月) 研究員 操 利一(42年3月)

研究員 福山秀久(55'年11月) 研究員 新村孝善(57年l月)

研究員 恵川美智子(55年5月) ボ fラー技士白久秀信 (38年4月)

注， ( )書きは当セシター勤務の発令年月を示す。
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イ.転退職者
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主任研究員 森 テツ(56年5月1日退職)

5 土地・建物

土地 1，90且o5m' 
建物 1，545.2 7 m' (延面積)

所在地 名瀬市久里町5番37号

区 分 種 日J 構 造

土 地 事務所及び施設用地

建 物 事務所及び研究室 鉄コンクりート筋造

• 染 色 事 務 室
コンクロート
7'ロック造

• 染染色室， ポイフ一室室
鉄コングリート筋造色加工

• 検査機器室及び会議室 木 造

。 恒 温 恒 湿室 鉄コy クリ ト筋造

• 渡 廊 下 。

't 乾 燥 室
。

• 倉 庫
コングリート
プロック造

• 倉庫及び自転車置場 木 造

• 計

工作物 記 念 碑 石 材

• 染色排水処理施設 ニ(疑西集開沈澱発法式) 

-5 

l 階 2 階 メロ込 計

1，900.05m' 

463.57m' 464.76m' 928.33m' 

31.4 0 31.40 

145.78 145.78 

178.04 1 65.29 343.33 

17.35 17.35 

24.72 24.72 

8.09 8.09 

33.05 33.05 

13.22 13.22 

915.22 630.05 1，545.27 

l基 l基

1式 30.00m' 



2 階

庁舎配置図
機 織 i 室

，、円

階 ノ
原料室

宿直室 ~\ 
窒更衣

物現室

L¥ 別館 l階。、
， I IA I r一一一一一~ ， ， 一一 一「 2 階， ， ， ， 

廊

7下¥ 下

門 門

聞日目|染色加工室
|染色室II I I 11 l 大会議室

c (¥J 



4 昭和 56年度歳入歳出調

(1) 歳入調ベ (単位ー円)

科 目 予 算 額 計局 定 額 収入済額 収入未済額

使用料及び手数料 94，000 124，755 124，755 。
使 用 料 。 555 555 。
商工使用料 。 555 555 。

¥ 

」ノ 工鉱業使用料 。 555 555 。
手 数 料 94，000 124，200 124，200 。
商工手数料 94，000 124，200 124，200 。
工鉱業使用料 94，000 124，200 124，200 。

財 産 収 入 。 123，000 123，000 。
財産売払収入 。 123，000 123，000 。
生産物売払収入 。 123，000 123，000 。
生産物定払収入 。 123，000 123，000 。

諸 収 入 。 5，314 5，314 。

o 5.314 5，314 雑 入 。 。
雑 入 。 5.314 5，314 。
雑 入 。 5.314 5.314 。

dロ~ 計 94，000 253，069 253，069 。
l一一一一一
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ω 歳出調べ
科 目 令

商 工 費

工 鉱 業 費

中小企業振興費

報 償 費

放 費

需 用 費

役 務 費

工業試験場費

報 酬

共 済 費

報 償 費

旅 費

需 用 費

役 務 費

委 一託 料

使用料及び賃借料

備品購入費

及負 担び 金交補付助金

1l、 課 費

観 光 費

観 光 費

需 用 費

達 額

18，251，062 

18.1 66，937 

5，999，800 

1，494，800 

3，4 7 3，0 0 0 

786，000 

246，000 

12，167.1 37 

947，850 

98，433 

182，400 

2，558，000 

4，429，000 

838，000 

51，654 

5，000 

3，033，000 

15，000 

8，800 

84，125 

84，125 

84，125 

8 

支出済額

18，251，062 

18，166，937 

5，999，800 

1，494，800 

3，473，000 

786，000 

246，000 

12，167.1 37 

947，850 

98，433 

182，400 

2，558，000 

4，429，000 

838，000 

51，654 

5，000 

3，033，000 

15，000 

邑800

84，125 

84，125 

84，125 

(単位:円)

残 額

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
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5. 試験研究の経過

(1) 大島紬の風合に関する試験(第 2報)

l 目的

平田清和・押川文隆

杉山陵徳・恵川美智子

前年度に引続き，撚数の異なる原料絹糸争用いて，小柄の試作壱行ない，仕上糊付条件の違

いも加味した試験布の風合特性を求め，撚数と風合いの関係を調べる。

2 試験方法

2-1 原料糸の設定

(1l目付・…40g付

(21 撚数…..5 0 T/m， 5 0 0 T/m 

2-2 試験織布の設計

(目 策 幅・・・・・・40摺

ω密慶......経糸31本/ClIf，綿糸28本/摺
(却緋製法・・・・・締焦 経14算，緯15・5算

品数経2品，緯2品

釜数 57 

抱合数 経糸16本，緯糸16本

(41 糸使い・…経糸x緯糸 50T/i冊 <500T/m

(5) 仕上糊条件・…・・経糸無糊 フノロ 2.50/0溶液

ω 染色法......合成染料染色
2-3 製H織

高機Eよる手織り

2-4 試料条件

試料1 経糸×緯糸 5 OT/mx 5 OT/m 仕上糊2.5ro溶液

試料2 fI 11 無糊

試料3

試料4

2-5 試験項目

b 

b 

500T/mx500T/m 仕上糊2.50/0溶液

。 無糊

(1) 剛軟性A法(45'カンチレバー法〉

ω 。B法(スライド法)
(31 b D法〈ハートル プ法)

(品 。E法(トータルハンド法)
侶) 防シワ性B法(モンサシト法〉

-9 



(6) 厚さ

3 測定結果

訴項番駿号目 ¥担定¥法~一¥試¥料|陥試料)ml|，の売り有12)m2|l毒mt目U指， 

剛軟性A法 タテ方向 89 62 60 
1 
(必'1Jユぷチ片法).. ヨコ方向 62 63 51 

• B法 タテ・表 7.1 9.0 9.2 

(スライト法) C澗 タテ・ウラ 7.4 8.8 9.3 
2 

ヨコ・表 9.1 9.0 9.4 

タテ・ウラ 9.1 9.1 9.5 

4シ D法 タテ 57 69 74 
3 
(ハートJトプ法)脚 ヨコ 71 72 80 

• E法 タテ 16.1 18.3 9.7 

4 (トータルハンド法〉 ヨコ 37.4 17.4 、13.9

(副 手・ヨコ計 53.5 35.7 23.6 

防シワ性 B法 タテ 75 75 77 
5 
(ご完み法) % ヨコ 78 76 75 

6 厚さ (酬) 0.1568 0.1472 0.1676 

-10 

試(50料UU4/ 参(50E/lm 
mのり有)のり有〕

62 64 

49 65 

9.1 / 
9.1 / 
9.5 / 
9.5 / 
70 74 

82 70 

9.1 9.4 

13.6 1.3.7 

'， 22.7 23.1 

72 68 

74 ゐ67

0.1600 0.170 

m(参5の0りu有v2 ) 

6，2 

64、

/ 
/ 
/ 
ν 
80 

79 

. • 7:4 

8.3 

15.7 

62 

62 

0.200 

備考

• ~ 1 
，.，ーー

¥._I 

(_) 



図1.'剛軟性A法
(カνチレバー法)

.‘タテ方向
日ヨコ方向
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考察

(日岡j軟性A法(カンチレバ法)

撚数50T/加の場合，試料1のタテ方向は極端にかたく，仕上糊の影響をかなりうけて

いると考えられる。ヨコ方向には，試料1. 2の差はほとんどない。

撚数500T/mの場合，試料3" 4の差はほとんどないが，タテ方向よりヨコ方向がし

なやかなことがわかる。

前回目無地との比較においては， 500T/加のヨコ方向はしなやかになっているが，他

はほとんど差は出ていない。

(2) 国j軟性B法(スライド法)

50T/mの場合，試料1のタテ方向はかたいことがわかる。

500T/mは，ヨコ方向の差はほとんどないが，タテ方向については，仕上糊白差が若

干表われている。

(前剛軟性D法(ハートループ法)

50T/加の試料1のタテ方向は非常に腰が強く，仕上糊の影響争強くうけていることが

わかる。 500T/mは，試料3.4の差が少佐く，糊の影響をほとんどうけていt.I;い。

(品 目l軟性E法(トータルハンド法〕

50T/mが500T/mよりも表面まさつが大きく.たわみにくい。また，タテ方向よ

りヨコ方向がたわみにくい傾向辛示している。

無地と比較して，表面まさつが大きく，たわみにくいことがわかる。これは，製織におけ

る緋調整の有無によるものと考えられる。

(5) 防シワ性B法(モンサント法)

撚数，仕上糊による大きな差はと王いが，無地と比較した場合，かとEり良好である。

(日厚さ

50T/mより 500T/mが厚しそれぞれ仕t糊によって多少厚くなる。また，無地

に比べるとうすい。

結果

前年度及び今回の一連の試作試験から，撚が強いほと.仕上糊の影響をうけにくいことが明ら

かに在ったので，撚数によって糊の種類.濃度を考慮する必要がある。また，経糸張力及び緋

調整も風合いに大きとE影響を及ぼすことがわかった。

今後は，泥染製品を含めて幅広い風合データを収集し，大島紬の品質向上をはかりたい。
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(2) 市販原料糸の調査

押川文隆

福山秀久

平田清和

1 目的

市販原料糸の調査争行ない，技術指導の資料を得るとともに，大島紬の品質向上をはかる。

2 調査買す象

名瀬市内の7販売庖(6 1点)，鹿児島市内の6販売庖(49点〉及び笠利樹互の2販売陪

( 1 2点)の白絹糸，計12 2点を収集。

3 試験項目

(1)絹糸の表示目付に対する実測目付，繊度(デユール)

(2) 撚数(T/m)

(3) 合糸数(本)

(剖強度①(g ).強度②(g/d ) 

(日伸度(%) 

4 結果

調査結果は別表のとおりであり，こ白結果を業界に発表し，また販売庖に送付し指導を行っ

た。
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市販原料糸町調査結果(5 6年度)

(奄美地区)

|濃 考古PFキ?SF〔繊デニノL度<1) 撚(T/m数) 合(糸本)数 強(度g)① 九九雪 仲(%)度 備 考

31.9 タテ 29.4 106 326 5 549 5.18 20.5 ( 8.5匁)
ヨコ 31.8 114 108 5 522 4.58 19.1 

35.6 タテ 33.8 122 324 
A 

6 624 5.11 20.7 ( 9.5匁)

ヨコ 33.6 1.21 94 6 559 4.62 15.7 

39.4 タテ 38.8 140 327 6 750 5.36 23.1 ( 1 0.5匁)

ヨコ 38.3 138 107 6 649 4.70 19.5 

31.9 タテ 32.5 117 320 6 577 4.93 21.1 ( 8.5匁)
ヨコ 32.0 115 136 6 562 4.13 19.2 

34.5 タテ 34.8 125 329 6 579 4.63 19.8 ( 9.2匁)
IJ 

ヨコ 35.3 127 144 6 636 5.01 21.5 
B 
35.6 タテ 37.1 134 327 6 640 4.78 21.6 ( 9.5匁〕

ヨコ 37.1 134 148 6 646 4.82 19.7 

39.4 タテ 39.1 141 333 7 703 4.99 21.3 <10.5匁)
ヨコ 39.2 141 145 7 723 5.13 22.7 

31.9 タテ 30.8 111 320 6 560 5.05 20.4 ( 8.5匁)

ヨコ 32.8 118 141 6 541 4.58 19.1 

34.5 タテ 35.6 128 327 6 656 5.13 19.9 ( 9.2匁)

ヨコ 35.9 129 147 6 640 4.96 20.3 
C 
35.6 タテ 36.4 131 327 6 684 5.22 20.5 ( 9.5匁)

ヨコ 35.9 129 152 6 561 4.35 18.3 

39.4 タテ 40.0 144 332 7 673 4.67 20.1 (10.5匁)

ヨコ 41.3 149 146 7 737 4.95 20.3 

28.1 ヨコ 27.1 98 133 5 413 4.21 13.9 ( 7.5匁)

30.0 タテ 29.1 105 308 5 424 4.04 16.1 ( 8.0匁)

ヨコ 26.9 97 130 5 394 4.06 15.3 J 
30.8 タテ 29.6 107 312 5 501 4.68 18.6 ( 8.2匁)

ヨコ 29.9 108 137 5 431 3.99 13.7 

31.9 タテ 30.2 109 310 5 481 4.41 16.3 ( 8.5匁)

ヨコ 31.8 114 117 5 493 4.32 15.7 

D 33.0 タテ 32.8 118 330 5 556 4.71 18.8 ( 8.8匁)

ヨコ 32.3 116 132 5 500 4.31 16.0 

34.5 タテ 35.1 126 311 5 551 4.37 17.1 ( 9.2.匁)

ヨコ 36.8 132 133 5 519 3.93 15.9 

35.6 タテ 36.4 131 306 6 582 4.44 17.8 ( 9.5匁)

ヨコ 34.8 125 129 6 549 4.39 16.3 

39.4 タテ 34.7 125 321 6 627 5.02 18.0 (10.5匁)

ヨコ 38.4 138 142 6 608 4.41 15.9 
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人J

鴎1

E 

F 

G 

H 

I 

寺習:付
30.0 ヨコ

30.8 タテ

31.9 タテ

ヨコ

33.0 タテ

28.1 ヨコ

33.0 タテ

ヨコ

39.4 タテ

ヨコ

28.1 ヨコ

30.0 ヨコ

30.8 タテ

ヨコ

31.9 タテ

ヨコ

33.0 ヨコ

28.1 タ7

ヨコ

30.0 タテ

ヨコ

31.9 タテ

ヨコ

34.5 タテ

ヨコ

35.6 タテ

ヨコ

39.4 タテ

ヨコ

28.1 ヨコ

33.0 タア

ヨコ

37.9 タテ

ヨコ

39.4 タテ

ヨコ

明再?(テ繊ニづレ度d) 
29.7 107 

27.9 100 

31.3 113 

31.7 114 

31.7 114 

28.8 104 

31.7 114 

32.8 118 

37.5 135 

38.4 138 

29.3 105 

31.1 112 

29.4 106 

29.7 107 

31.2 112 

34.1 123 

33.3 120 

30.6 110 

29.8 107 

30.2 109 

26.8 96 

31.7 114 

30.1 108 

32.8 118 

31.5 113 

36.8 132 

36.2 130 

39.2 141 

39.9 144 

27.0 97 

32.9 118 

36.0 130 

37.4 135 

38.2 138 

36.8 132 

36.6 132 

撚Cr/加数) 守主干 強(度g)① pg夢J号 伸(ro)度 備 考
90 5 464 4.34 17.1 ( 8.0匁)

292 5 558 5.58 20.8 (且2匁)

332 5 580 5.13 21.1 (且5匁)

121 5 531 4.66 19.7 

332 5 601 5.27 20.4 ( 8.8匁)

131 4 515 4.95 21.8 ( 7.5匁)

316 5 595 5.~2 21.7 ( 8.8匁)

132 5 560 4.75 21.5 

357 6 721 5.34 22.4 (10.5匁)

110 5 540 3.91 13.8 

117 5 520 4.95 20.1 (. 7.5匁)

113 5 499 4.46 18.8 ( 8.0匁〕

313 5 584 5.51 21.8 ( 8.2匁)

116 5 515 4.81 18.4 

342 5 591 5.28 21.5 (乱5匁)

112 5 593 4.82 20.5 

106 5 584 4.87 20.9 ( 8.8匁)

264 5 511 4.65 20.2 ( 7.5匁)

107 6 585 5.47 20.0 

303 5 522 4.79 21.5 ( 8.0匁〕

118 5 481 5.01 19.5 

300 7 557 4.89 18.9 ( 8.5匁)

114 6 493 4.56 21.8 

293 6 639 5.42 21.7 ( 9.2匁)

111 6 554 4.90 19.2 

308 6 663 5.02 22.6 ( 9.5匁)

109 6 679 5.22 21.5 

322 6 753 5.34 22.3 ( 10.5匁)

113 7 705 4.90 21.5 

116 5 452 4.66 16.1 ( 7.5匁)

310 5 604 5.12 22.3 ( 8.8匁)

115 5 604 4.65 19.6 

295 8 663 4.91 18.4 ( 10.1匁)

115 6 559 4.05 14.8 

355 5 721 5.4 6 21.8 ( 10.5匁)

113 6 650 4.92 17.6 」
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(鹿児島地区)

闘1寺討F手型肝 (繊デユづ度kI) 撚(T/m数) 管手 強(度g)① 手~d'fi 伸(0/0) 度 備 考
30.9 タテ 38.5 139 337 6 730 5.25 19.7 
ヨコ 34.5 124 149 6 531 4.28 18.7 

32.3 タテ 35.6 128 322 6 643 5.02 19.4 
ヨコ 36.3 131 147 6 565 4.31 19.1 

J 
33.8 タテ 36.2 130 340 6 622 4.78 19.5 

ョコ 33.1 119 152 6 552 4.64 24.7 

38.0 タテ 37.5 135 318 6 718 5.32 19.3 
ヨコ 32.7 118 102 5 636 5.40 18.1 

39.4 タテ 35.8 129 330 6 687 5.33 20.3 

ヨコ 37.3 134 108 5 648 4.84 22.5 
28.1 タテ 26.2 94 305 5 498 5.30 20.2 

ヨコ 28.0 101 126 5 469 4.64 18.6 
30.9 タテ 28.5 103 307 6 597 5.80 22.5 

ヨコ 28.0 101 126 6 530 5.25 19.4 

K 
31.9 タテ 31.3 113 302 6 592 5.24 21.7 

ヨコ 32.3 116 116 5 565 4.87 20.6 

37.5 タテ 36.0 130 315 日 683 5.25 23.8 
ヨコ 37.1 134 122 6 677 5.05 21.8 

39.4 タテ 37.0 133 311 7 756 5.68 24.0 

ヨコ 39.9 144 122 7 734 5.1 0 21.3 

33.8 タテ 33.0 119 299 6 606 5.09 20.9 

ヨコ 32.1 116 85 6 494 4.26 14.4 

L 
38.3 タテ 36.1 130 317 7 日73 5.18 21.5 

ヨコ 36.7 132 110 7 661 5.01 19.5 

39.4 タテ 40.6 146 312 7 686 4.70 18.0 

ヨコ 38.4 138 109 7 686 4.97 20.2 

M 
39.4 ヨコ 38.6 139 133 6 617 4.44 17.6 

41.1 タテ 38.7 139 366 6 691 4.97 20.7 

29.0 タテ 28.4 102 296 5 528 5.18 20.6 

N 
ヨコ 30.2 109 107 5 532 4.88 17.6 

39.0 タテ 39.8 143 317 7 752 5.26 20.1 

ヨコ 37.8 136 102 7 682 5.01 22.3 

281 ヨコ 27.0 97 82 5 450 4.64 14.1 

29.5 タテ 29.2 105 308 5 569 5.42 16.9 。
ヨコ 286 103 115 5 508 4.93 17.2 

30.9 タテ 32.3 116 293 6 669 5.77 20.2 

ヨコ 29.8 107 115 6 534 4.99 17.1 

)
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履き 宅~1-t 1実(測E付目)付 (デ繊ニユづレd度) 料yd守主ヂ 強(度g)① 手~d9 伸(%)l宣 備 考

。

." 
J 

トJ

31.8 タテ 35.3 127 368 6 657 5.1 7 18.5 

32.3 タテ 32.7 117 367 6 534 4.56 17.2 
ヨコ 31.9 115 102 6 563 4.90 16.2 

33.2 ヨコ 31.1 112 128 6 592 5.29 16.2 

33.8 タテ 31.8 114 290 6 638 5.60 17.1 
ヨコ 34.3 123 127 6 678 5.51 18.0 

35.2 タテ 33.3 120 349 6 643 5.36 19.4 

36.6 ヨコ 30.8 111 129 6 576 5.19 15.8 

38.0 タテ 38.8 140 347 7 698 4.99 18.3 
ヨコ 35.5 128 124 7 639 4.99 15.7 

39.4 タテ 37.8 136 317 7 696 512 18.7 

ヨコ 30.7 111 125 6 552 4.97 16.3 

(注 1) 目付は長さ 2500m争 l紹とし.その重さによって表わす。表示目付は匁をFラ

ムに換算した数値である。備考欄( )内は表示目付の匁目付である。

(注2) 

(注3) 

繊度(デニ ルd)・・・長さ 9000m当りの重さによって表わす。
(強度①)

強度②・・・1デユ ノレ当りの強度 (強度②) ?でァーーでτ"一審ι 〆g/d)

。全社(平均値.最大値，最小値)

訟実E撚数(T/m) 強度①(g) 強度②(g/包) f申 度 (%) 
平均 319.9 623.2 5.086 22.60 

タ

最太 368 (0. 31.8針。 753 (H. 39.4鮒) 5.80 (K.鈎9g付) 24.0 (K. 39.4gjす)
テ
最小 264 (H. 281gj-t) 424 (D. 30.og付) 4.04 (D. 30.0耳す) 16.1 (0.. 30.o!射)

平均 121.3 569.3 4.729 18.52 
ヨ

国 (?:i器事)最大 737 (C.39.4訴す) 5.51 (0. 33.8耳寸〕 24.7 (]. 338討す)
コ
最小 82 (0.281厨サ) 394 (]). 30.0酎) 391 (F. 39.4g付) 131 (0.. 30.8討す)

。 目付開差率

亘京~唱さき|ヨ日誌 ...，~ -3~ 3 22f tT lτ 。。ー1 1-生 2-3 シ-{j丘町10
点数 13 9 4 5 6 。 2 4 5 4 2 

タテ
(0/0 ) 1.7 22.5 15.6 69 8.6 10.3 。 3.4 6.9 8.6 6.9 3.4 
点数 5 7 10 B 3 7 。 4 5 3 6 4 

ヨコ
(%) 7.8 10.9 15.6 15β 4.7 10.9 。63 7.8 4.7 9.4 63 

備

草荻F

3 

52 

2 

3.1 

考

計」

100 

64 

100 

一(実測目付)ー(表示目付)(注4) 目付開差・・・表示目付と実測目付との差 (目付開差率) '-^-V\~'";'~" _o-:，，~~.，--'l~ " xl00ω 
(表示目付)
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l 目的

(3) 緋加工に関する基礎試験

池之平 副

福山秀久

平田清和

大島紬の製造工程の中で整経から糊蕊緋締工程を経て染色工程までのうちに原料絹糸が受

ける変化について順次試験していくことによっτ加工との問題点を見つけて，各工程における
作業上の基礎資料を得る。

試1験 l糊張糸町経過日数と縮率試験

1 -1 試料

使用絹糸

抱合本数

整経長

使用糊剤

1-2 試験概要

糊張長

榔濃度

測定方法

32g(100T/m)，40g付 (100T/m)，45g付(1 

OOT/m)，40g付 (500T/m)

8本， 1 6本， 24本

26.3 m 

フノリ

27.3 5 m 

30/0溶液

糊猿乾燥後，伸長状態で各フスの両端部，中央部それぞれ2ヶ所に1

00捌悶隔で印をつけて経過日数と収縮長を劃定し，各々3ヶ所の平

均値争とれ縮率争算出する。

1-3 試験結果

別紙

1-4 考察

1-4-1 抱合本数と縮率

抱合本数と縮率の関係の有無を調べるために糸種別にまとめたのがFig1~Fig4 で

ある。

糸種別の抱合本数と縮率は次のようになっている。

Fig1 (32g付 100T/m) 8>24>16 

Fig2 (40g付 100T/m)

Fig3 (45g付 100T/胡)

Fig4 (40g付 500T/m)

24>16>8 

16>24>8 

8>24>16 

同一条件で糊張りをする場合，糊張乾燥後の糸白縮率に対する抱合本数の影響はほとん

どないものとみてよい。

20一
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1-4-2 原料糸目付と縮率の関係

絹糸目付けによって.縮率に差があるかを調べるために抱合本数別にまとめた。 Fig

5-Fi g 7である。

抱合本数別の糸種と縮率はつぎのように芯っている。

F i g5 (抱合本数 8本) 32g付>40g付(50 OT/m) 4 5 g付>40g付

Fig6 ( 11 16本) 32 g付>40g付(500T/m) 45g付>40g付

Fig8 ( h 24本) 32 g付>40g付(500T/間) 40 g付>45g付

この結果から，撚数が閉じであれば，目付の小さい方が糊張乾燥後の縮率は大きい傾向

にあることがオっかる。

1-5 試験結果

"" l、ノ 別表の測定結果

o 

1-6 まとめ

糊張乾燥後四絹糸町縮みに対して抱合本数は，ほとんど影響が往しむしろ目付の影響を

受けるようである。

-21 



1-5 試験結果

注) 天候 C快晴，①靖，@雲.・雨

合抱
経 天 目付 32g 目 付 40g 目 付 45g 目 付 40g 
過
撚数 100T/m 撚数 100T/m 撚数 100T/m 撚数 500T/m 

数本 数日
候 測定長帥縮率(f.l 測定長同 縮率(fd 測定長帥 縮率。曲 測定長帥 縮率(fd

• 99.21 0.79 99.59 0.41 99.55 0.45 99.32 0.68 
1 • 98.68 1.32 99.22 0.78 99.16 0.84 98.84 1.16 
2 ① 98.50 1.50 99.02 0.98 98.76 1.24 98.66 1.34 

3 ① 98.4 7 1.53 99.00 1.00 98.96 1.04 98.64 1.36 

4 ① 98.46 1.54 99.00 1.00 98.92 1.08 98.63 1.37 

8 5 。98.44 1.56 99.00 1.00 98.96 1.04 98.61 1.39 
6 。98.4 7 1.53 99.03 0.97 98.99 1.01 98.64 1.36 
7 • 98.52 1.48 99.07 0.93 99.01 0.99 98.67 1.33 
12 ① 98.49 1.51 99.03 0.97 98.98 1.02 98.63 1.37 

19 。98.41 1.59 98.92 1.08 98.92 1.08 98.54 1.46 
33 ① 98.46 1.54 98.99 1.01 98.96 1.04 98.54 1.46 

@ 99.27 0.13 99.59 0.41 99.55 0.45 99.40 0.60 

1 • 98.87 1.13 99.15 0.85 99.06 0.94 98.90 1.10 
2 ① 98.66 134 98.99 1.01 98.88 1.12 98.72 1.28 

3 ① 98.63 1.37 98.95 1.05 98.85 1.15 98.69 1.31 

4 ① 98.62 1.38 98.94 1.06 98.81 1.19 98.66 1.34 

16 5 。98.62 1.38 98.95 1.05 98.84 1.16 98.66 1.34 
6 。98.65 1.35 98日7 1.03 98.87 1.13 98.70 1.30 

7 • 98.70 1.30 99.01 0.99 98.91 1.09 98.74 1.26 
12 ① 98.67 1.33 98.99 1.0 1 98.88 1.12 98.70 130 

19 。98.57 1.43 98.93 1.07 98.79 1.21 98.60 1.40 
お ① 日8.62 1.38 98.98 1.02 98.85 1.15 98.70 1.30 

• 99.33 0.67 99.47 日53 99.57 0.4 3 99.39 0.61 
1 • 98.78 1.22 98日2 1.08 99.08 0.92 98.82 1.18 

2 ① 98.60 1.40 98.76 1.24 98.90 1.10 98.66 1.34 

3 ① 98.57 1.43 98.72 1.28 98.86 1.14 98.62 1.38 

4 ① 98.57 1.43 98.71 1.29 98.86 1.14 98.57 1.43 

24 5 。98.57 1.43 98.72 1.28 98.85 1.15 98.58 1.42 
6 。98.58 1.42 98.73 1.27 98.88 1.12 98.62 1.38 
7 • 日8.64 1.36 98.78 1.22 98.95 1.05 98.66 1.34 

12 ① 98.62 1.38 98.76 1.24 98.92 1.08 98.64 1.36 

19 。98.53 1.47 98.66 1.34 98.81 1.19 98.56 1.46 
33 ① 98.58 1.42 98.72 1.28 98.88 1.12 98.60 1.40 
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試験Z 耕締における締密度及び厚さとガス綿糸引込密度の関係

2-1 試料

1-1の試料

2-2 試験概要

緋締銭

経糸ガス綿糸

ガス綿糸引込法

密度 1 5.5算

策幅 4 0岬

8 0番

A. 3羽/1間

B. 4羽/1間

C. 5羽/1悶

D.長緋

使用締機 手締機

2-3 試験結果

4モト/1羽

• 
• 
2モト・ 3モト交互/1間

各試料白織締廷について次の方法でまとめた。

(1) 締密度

長=α十d......…ω L・・・・織締したフスm本の幅

m……・・フス本数

d .......経糸町ガス綿糸直径

α.........1フ旦の緋廷の中で占める幅

T二..8+2 d.…….. (B) T ……・・織締廷の厚さ

..8.....・・・・ 1フスの緋窪田中で占める厚さ

式(A)に基づいて， 40フス (=m)あたりの鞍(=T)からα+dを，

式(B)に基づいて，織締廷の厚さ (T=..E+2d)辛求めたのが表1である。

(目 ガス綿糸引込密度と比例定数

α= Cj¥in-..・……・(C)

..8=C2ゾn.....… ・・ (0) 

Cj ・…・・抱合本数変化のフス幅に対する比例定

数

n.・・…・・・抱合本数

C2 .…・・抱合本数変化白フス厚さに対する比例

定数

式 (C)， (D)に基づいて，表1から各々 Cj'C2を求めたのが表2である。

Cシペニ1は，偏平率(..8/α)である。

2-4 まとめ

同一打力，同一張力で緋締めする場合，ガス綿糸引込密度が大きい程単位長さあたり

の織締本数は少なくなるはずであるが，表2のCjの値をみるとかとIらずしもそうなって

-25-



表1

目付 撚数

32g 1∞Vm 
q q 

。 d少

40g 。
// q 

h d少

45g d少

b q 

// // 

40g 証xw拙

h q 

信 。

いえZい。これは手織機争使用したため，打力とa涯力の管理ができていないからと思Jつれ

る。

今後は，打力とガス綿糸張力がある程度管濯できる締機を用いて，原料糸目付に対す

るガス綿糸引込密度と比例定数Clの値を定量的に求めて緋織締の基準をつくることが，

工程管理上必要である。

(T=β十2dの蹴証力101.99/cnl)

抱合 A B C D 

本数 α+d棚 .，8+2dW' α+d酬 .sl2d酬 α+d棚 .s+2dmm α+d胴 ，B+2dW. 

8 0，5792 0，46 05708 0，45 05708 0，47 05875 0，46 

16 08042 063 0，7833 0，64 0，7979 0，62 0，7813 0，62 

24 0.9375 0，75 0.9333 0，75 09229 0，69 0，9771 068 

日 06354 0.48 06271 0.47 06167 050 0.6542 0.48 

16 08904 068 08848 0.67 08604 0.65 08396 065 

24 1.0500 082 1D729 077 1.0500 018 1.0458 0.76 

8 0.6875 053 06792 054 。β542 054 0.6792 0.52 
16 09438 0.70 0.9188 0.70 0.9146 0.69 09063 0.70 

24 1.1292 0.85 1.1250 085 1.0667 090 1.0813 084 

8 06042 051 06127 048 06146 0.49 0，6229 048 

16 08667 0.66 0.8521 0.68 0.8438 0.66 08563 0.64 

24 10104 0.79 1D417 0.77 1D292 019 1D250 0.76 
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表2

目 付 撚 数 ガス綜品等|込密度 Cl C2 C2/Cl 

32g 100T/m A 0.1802 0.1200 0.666 

~ 。 B 0.1772 0.1179 0.665 

~ " C 0.1 77 7 0.1163 0.654 

~ ~ D 0.1820 0.11 44 0.629 

40g ~ A 0.201 7 0.1313 0.65 1 

-"ノ
~ ~ B 0.201 8 0.125 9 0.624 

~ " C 0.1970 0.1285 0.652 

~ " D 0.1 9 94 且1248 0.626 

45g d少 A 0.1934 0.1 3 1 2 0.678 

d少 't B 0.1952 0.1279 0.655 

't d少 C 0.1939 0.1288 0.664 I 

~ 't D 0.1957 0.1239 0.633 

40g 500T/m A 0.2 177 0.1 4 0 9 0.647 

" d少 B 0.2143 0.1421 0.663 

" " C 0.2070 0.1447 0.69 9 

't ~ D 02103 O. 1 3 9 1 0.661 

に¥ノj
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試験3 染色前後の餅廷の変化

3-1 試料

試験2で製作した織締謹

3-2 試験概要

緋織締廷の糊抜き前回ガス綿糸聞の長さLと糊絞き染色後の長さL'を測定し，緋織締

廷の収縮率を調べる。染料は合成染料争用いた。

3-3 試験結果

抱合 A B C D 
目付 撚数

収率縮% 鵬率.%首 率収%縮本数 L田 L'醐 L醐 U田 L醐 L' ... L •• U胴

32g 1C切取 8 291.5 279.3 419 371.5 353.3 4.90 371.3 353.0 493 1955 192.0 1.79 

" " 16 2925 282.8 3.32 372.3 355.3 457 372.0 355.0 457 195.8 192.3 1.79 

" " 24 2928 283.0 3.35 3728 3565 4.37 372.3 354.0 492 1958 192.8 153 
40g " 8 2923 279.8 428 371.0 3535 472 371.0 3540 4.58 195.3 1925 1.43 
。
" 16 2930 283.0 3.41 372.3 359.0 357 372.3 356.0 4.38 1958 192.5 169 

11 d少 24 293.0 283.8 314 372.8 357.5 4.10 3720 3548 4.62 195.8 192.3 1.7宮

45g " 8 2925 282.0 359 372.0 356.5 417 3715 354.0 4.71 195.5 192.3 1.64 

" 11 16 2928 284.0 3.01 372.3 3565 424 372.0 355.5 4.44 196.0 1930 153 
d少 " I 24 293.0 284.0 307 3728 358.0 397 372.3 355.5 451 1955 193.0 128 
40g 吉野和 自 292.3 279.0 455 3715 351.8 5.30 3715 352.0 525 195.0 191.5 1.79 

" " 16 2920 2808 3.84 371.8 355.8 4.30 3720 354.3 4.76 1955 192.0 179 

" " 24 292.5 2805 4.10 3718 355.5 4.38 371.5 355.0 4.44 195.0 192.0 154 

3-4 まとめ

3-4-1 ガス綿糸引込密度と収縮率(原料糸目付一定)

絹糸目付が一定のとき，ガス綿糸引込密度と収縮率がどのようにとEるかを，抱合本数

をパラメーターにとったのがFig8-Fig10である。図からどの目付でもガス綿糸引

込密度が小さく f..るにつれ，収縮率は大きくなっている。これは糊張後，十分な乾燥を

行って，糊張糸の復元を待っても，糊の影響で復元を妨げられた残留歪があるためと思

われる。その結果，糊が抜かれる率の大きい，ガス綿糸引込本数が小さい緋建ほど収縮

率が大きくとZっている。なお，抱合本数による収縮率の差異はほとんどみられない。

-28一
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3-4-2 ガス綿糸引込密度と収縮率(抱合本数一定)

抱合本数が一定のとき，ガス綿糸引込密度と収縮率がどのようにとEるかを原料糸目付

をパラメータ にとったE功え Figll~Fig13である。図からわかるようにどの抱合本

数でも目付による収縮率白差異はほとんどみられない。

29 



% 

4 

3 

E 

1 

。

ro 
b 

4 

3 

2 

。

長

長

ガス綿糸引込密主と縮率(絹糸目付一定)

Fig 8 

3羽 4羽 5羽

F ig 10 

3羽 4羽 5羽

30 

% 
5 

4 

3 

2 

1 

。
Fi宮 9

長 3羽 4羽 5羽

抱合本数 8本
〉←→←→( 1/ 1 6本
0--0ー-0 h 24本

/ ) 
¥J『

u 



."ノ

人ノ

% 
5 

4 

2寸

。

% 
5 

4 

3 

2 

1 

。

1// 

長

長

ガス綿糸引込密度と縮率(抱合本数一定)

1/ 
抱合本数 8本

Fi g 11 

3羽 4羽 5羽

抱合本数 24本

F i g 13 

3羽 4羽 5羽

31ー

% 
5 

4 

3 

。

r 
長

抱合本数 1 6:本

Fig 12 

3羽 4羽 5羽

一戸与ー~
。一一争ーー。

32g付
40g付
45g付



試験4 糊張糸の伸張率と残留歪率

4-1 試料糸

絹 糸・・…….3 2 g付，100T/m

整経長…・…・…5m

抱合本数……...... 1 fr本

4-2 試験概要

4-2-1 整経長

絹糸1本に対して 14 gの張力をかけて， 16本抱合して 5mの試料長とする。

4-2-2 糊剤

乾煉イギス….........3Wt%

4-2-3 伸張率

5mの整経長に対して，伸張率2，3，4，6%の試料をそれぞれ3フスずつ作る。

4-2-4 糊付着率

それぞれのフスの糊付前，糊付後.栴獄後の重量を測定して，測付着率，残留糊付着

率を調べる。

4 -2，-5 経過日数と残留歪率

糊張乾燥後取外し直後と経過日数ごとの試料長吾測定して.残留歪率の変化を調べる。

さらに，糊故後の試料長を測定して，最終的に残留歪率を測定するつ

4-3 試験結果

4-3-1 糊付着率

試料番号 糊付前重量E 糊付後重量E 糊主主後重量E 糊付着率'% 残留付着率%

1 0.9829 1.0759 0.991 5 9.46 0.87 

2 0.9763 1.0745 0.9825 10.06 0.64 

3 1.0100 1.0948 1.01 76 8.40 0.75 

4 0.9963 1.0895 1.0058 9.45 1.26 

5 1.0178 1.1088 1.0247 8.94 0.68 

6 1.0142 1.0954 1.0192 8.01 0.49 

7 1.0359 1.1258 1.0431 8.68 0.70 

8 1.0109 1.0957 1.0168 旦39 0.58 

9 0.9653 1.0519 0.9714 乱97 0.63 

10 1.0072 1.0882 1.0113 8.04 0.41 

11 1.0291 1.1190 1.0378 8.74 0.85 

12 1.0065 1.0920 1.0143 8.49 0.77 

温湿度 21.7'C， 60.00/0 18.0'C. 58.50/0 17.5'C， 5 8.0% ---------
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4-3-2 経過日数と残留歪率

測定時の温湿度

民で伸長率%
経過日数と試料長{四).残留歪率 (% ) 

取外し直後 1 2 3 4 7 糊抜後

510 508.4 506.5 506.3 506.1 506.1 506.1 500.5 
1 

2 1.68 1.30 1.26 1.22 1.22 1.22 0.10 

510 509.5 506.5 506.3 506.1 506.1 506.1 500.5 
2 

2 1.90 1.30 1.26 1.22 1.22 1.22 0.10 

510 509.5 506.5 506.3 506.1 506.1 506.1 500.5 
3 

2 1.90 1.30 1.26 1.22 1.22 1.22 0.10 

515 512.8 509.7 509.5 509.3 509.3 509.3 501.0 
4 

3 2.56 1.94 1.90 1.86 1.86 1.86 0.20 

515 512.9 509.9 509.7 509.6 509.6 509.6 501.1 
5 

3 2.58 1.98 1.94 1.92 1.92 1.92 0.22 

515 512.8 509.6 509.4 509.3 509.3 509.3 501.0 
6 

1.86 3 2.56 1.92 1.88 1.86 1.86 0.20 

520 517.0 513.3 513.0 512.9 512.9 512.9 502.0 
7 

4 3.40 2.66 2.60 2.58 2.58 2.58 0.4 0 

520 516.9 513.0 512.8 512.7 512.6 512.6 502.0 
8 

4 3.38 2.60 2.56 2.54 2.52 2.52 0.40 

520 516.8 512.9 512.6 512.5 512.5 512.5 502.0 
9 

4 3.36 2.58 2.52 25.0 2.50 2.50 0.40 

530 524.9 520.3 520.0 519.9 520.0 520.0 506.5 
10 

6 4.98 4.06 4.00 3.98 4.00 4.00 1.30 

530 525.3 520.4 520.2 520.0 520.1 520.1 506.8 
11 

6 5.06 4.08 4.04 4.00 4.02 4.02 1.36 

530 525.0 519.9 519.6 519.5 519.5 519.5 506.6 
12 

6 5.00 3.98 3.92 3.90 3.90 3.90 1.32 
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4-3-3 まとめ

4-3-2の経過日数と残留歪率壱伸張率をパラメータ にとってまとめた白がFig

1 4である。図からわかるように，イ申張率がちがえば，糊張乾燥後，および糊抜後四残

留歪率に差がででくる。

通常，糊張時の伸張率ほ， 2. 5-30/0である。伸張率に差異が生じた場合，製織に

おける耕合せが困難になることがあるので注意を要する。

残

留

歪

率

% 
6 

5 

1 

0 

直 1 2 

経

試験5 糊張糸白糊濃度と残留歪率

5-1 試料糸

Fig 14 

伸張率 6%

伸張率 4%

伸張率 30/0

伸張率 2%

3 4 5 

過 日 数

絹糸…H・H ・...32 g付.100T/m

整経長・………5m

抱合本数・…….，.1 6本

5-2 試験概要
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5-2-1 整経長

原料糸l本に対して 14 gの張力をかけ， 1 6本抱合して5閣の試料長とする。

5-2ー 1 脱却J

カゼネ トを使用し，濃度0.3，1. 0， 3.0 %に調整する。

5-2-3 伸張率

4種類の濃度に対して，それぞれ3フスずつの試料を，伸張率4')'0で糊張りする。

5-2-4 糊付着率

それぞれのフスの糊付前，糊付後，糊抜後の重量'"'測定して，糊付着率，残留糊付着

率を調べる。

5-2-5 経過回数と残留歪率

糊張乾燥後，取外し直後と経過日数ごとの試料長を測定し，残留歪率の変化争調べる。

さらに，糊肢後の試料長を測定して最終的な残留歪率争調べる。

5-3 試験結果

5-3ー 1 糊付着率

試料番号 糊付刷重量E 糊付後重量E 糊抜後重量E 糊付着率% 残留付着率%

1 1.0357 1.0590 1.0474 2.25 1.13 

2 1.0899 1.1149 1.1038 2.29 1.28 

3 1.0243 1.0472 1.0357 2.24 1.11 

4 1.0666 1.1314 1.0795 6.08 1.21 

5 1.0069 1.0583 1.0183 5.10 1.13 

6 1.0399 1.0952 1.0523 5.32 1.19 

7 0.9730 1.0548 0.9841 8.41 1.14 

B 1.0444 1.1102 1.0559 6.30 1.10 

9 1.0050 1.0757 1.0163 7.03 1.12 

10 1.0748 1.2217 1.0857 13.67 1.01 

11 1.0419 1.1681 1.0523 12.11 1.00 

12 1.0254 1.1779 1.0367 14.87 1.10 

温湿度 19'C， 57% 1 6じ 57% 16'C， 60')'0 1 ____  レ----

5-3-2 総品目数と残留歪率

測定時の温湿度
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猷
1-3 

4-6 

7-9 

1仕-12

カゼネ 経過日数と試料長(珊)，残留歪率(% ) 

濃度 取外し直後 1 3 4 5 6 11 糊抜後

0.3 
517.15 514.35 513.70 513.60 513.4 5 513.30 513.05 501.87 

3.4 3 2.87 2.74 2.72 2.69 2.66 2.61 0.37 

1.0 
517.10 514.55 51<105 513.95 513.75 513.40 513.40 501.67 

3.42 2.91 2.81 2.79 2.75 2.71 2.68 0.33 

2.0 
517.10 514.65 514.15 514.05 513.85 513.65 513.50 501.7 

3.41 2.93 2.83 2.81 2.77 2.73 2.70 0.34 

3.0 
517.15 514.80 514.25 514.05 513.95 513.75 513.55 501.73 

3.43 2.96 2.85 2.81 2.79 2.75 2.71 0.35 

5-3-3 まとめ

5-3-1の表からわかるように，糊付着率は糊濃度とともに増加していき，糊抜き

後の残留糊什着率は，糊濃度に関係主くほぼ一定である。

5-3-2の経過日数と残留歪率をグラフに表わした白が， Fig15である。図から，

糊張糸町復元に対する糊膿度目影響はほとんどみられとEい。 Fig14の伸張率4%の復

元の曲線と比較してみると，糊の種類による糊張糸の復元への影響はほとんど主い。

5 
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試験6 糊張糸の糸目付と残留歪率

6-1 試料糸

絹糸

整経糸"…・・・・ ""5m 

抱合本数……・山・・16本

6-2 試験概要

6-2-1 整経長

絹糸 l本に対して14 g白張力をかけ. 1 6本抱合して5mの試料長とする。

6-2-2 糊剤

カゼネートを使用し，濃度 2.0Wt'1'0に調製する0

6-2-3 伸張率

3種類白目付の絹糸に対して，それぞれ3フスずつの試料糸を伸張率 4%で糊張する。

6-2-4 糊付着率

それぞれのフスの糊付前，糊付後，糊抜き後の重量を測定して，糊付着率，残留糊付

着率を調べる。

6-2-5 経過日数と残留歪率

糊張乾燥後f酬 U直後と経過日数ごとの試料長を測定し，残留歪率の変化を調べる。

さらに糊技き後の試料長を測定して最終的u残留歪率を調べる。
6-3 試験結果

6-3ー1 糊付着率

試料番号 糊付前重量E 糊付後重量g 糊主主後重量E 糊付着率% 残留付着率%

1 0.9324 1.0289 0.9421 10.35 1.04 

2 0.9738 1.0655 0.9840 9.42 1.05 

3 0.9324 1.0269 0.9425 10.14 1.08 

4 1.0383 1.1417 1.0477 9.96 0.91 

5 1.0507 1.1506 1.0606 9.51 0.94 

6 1.0194 1.1168 1.0295 9.55 0.99 

7 1.2959 1.3963 1.3102 7.75 1.10 

8 1.2845 1.3981 1.2957 8.84 0.87 

9 1.2854 1.3964 1.2962 邑84 0.84 

温湿度 18"C. 61'1'0 20・'c. 63'1'0 21"C 64'1'0 --------
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6-3-2 経過日数と残留歪率

測定時の温湿度

品交糸目付 取外し直後 1 
経過日数と試料長 (cm ) ，残留歪率 (ro ) 

2 3 4 5 11 糊抜後

517.3 514.2 513.65 513.45 513.25 513.1 512.1 501.93 
1~3 28g 

3.46 2.84 2.73 2.69 2.65 2.62 2.4 2 0.39 
¥._)" 

517.4 514.65 514.15 513.95 513.75 513.6 512.6 502.16 
4~6 32g 

3.48 2.93 2.83 2.79 2.75 2.72 2.52 0.42 

517.45 514.9 514.45 514.2 513.95 513.85 512.9 502.12 
7~9 40g 

3.49 2.98 2.89 2.84 2.79 2.77 2.58 0.42 

6-3-3 まとめ

糊張糸町残留歪率は，わずかながら，目付の大きい原料糸ほど大きくt..る傾向を示し
ているロ

糸 目 付

51 <>--ベ〉ーーー。 40g 

一一 32g 
28g 

残 Fig 16 u 
留 3 

歪 2 

率 1 

。
直 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 都政主主

経 過 日 数
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(4) 大島紬緋パターンの展開研究

徳永嘉美・今村順光・富山晃次

1 目的

現在大島紬に使用されている十の字緋のパターYは数種類しかなく変化に乏しいため，組合

せによって新しい感覚的パタ-:/を創作するロ

2 概要

本場大島紬の緋は明治時代までは他産地と同様に，手括り法によって加工されていたが，緋

文様の発展過程を見ると，他産地が大ざっぱな緋文様から改善されて細かい緋文様になったの

とは逆に，本場大島紬の緋文様は，細かい経糸と緯糸白点緋を正確に合わせた蚊緋(十の字緋)

を基本として，これを組み合わせて小柄模様へと発展しており，歴史的に特異な発展をしてい

る。さらに明治40年には永江伊栄温氏によれ締機による緋の織締加工法が研郊自発されて，

より精鍛t.[:緋織物となれまた交代締法も開発されて大柄白模様が容易に加工加能と立って，

大島紬白一大産地としての地盤が確立されたといえます。

これらの技術争基にして，デザインの研究改善も進歩し現在の図案にまで発展しているが，

大島紬の基本は何といっても小柄であり，これの組合せと蹄司こそが大島紬の餅文様の本命で

あり，これによって多くのバリエーションと新しいデザインソースが期待できるのではと£いか

と思います。

3. 展開方法

3-1 十の字緋による基本パタ-:/12種を設定し，それぞれ基本パタ-0/白形に基づきなが

ら.m上下，左右，斜めへのずらしによる展開。 (21複数の重ねにより生じたものをさら
に(11の方法で展開。(3)イメージによる付加，削除による展開。

3-2 パタ Y調製壱 7マルキ方眼(2.5宿駅2.8'0)を使用し， トレ スするだけで利用でき

るよう展開。

(基本パタ :/) 

① ② ③ ④・:⑤...⑥  

⑨タスキ ⑪縞・格子 ⑪プログレッVブ ⑫ . . 

4 結果とまとめ

. . . 
① j:: ⑧ ・・・・

'.I"/メトリー

展開の結果45 3文様が導き出され，“大島紬緋パタ ン集(十の字耕編)..としてまとめ

業界へ製品計画の資料として配布した。 IJ:おこれら白バターYは基礎的t.[:ものであり，新たに

基本パタ yを設定することによりさらに多くの展開が可能ではないかと思います。
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(5) 大島紬古典緋文様の調査復元

光

次

美

順

晃

嘉

村

山

本

今

冨

徳

1 目的

大島紬古典文様集作成と大島紬緋デザインの開発及ひ'指導に役立つ基礎資料を得るために，

明治から昭和にかけて製造された大島紬古典緋文様白調査資料収集と復元を行う。

2 調査方法

(11 大島本島，徳之島，鹿児島地区に現存する大島紬古典緋文様の端切れ及び，図案の収集

と写真撮影干する。

ω上記に係る柄名加工法等の調髭己録
3. 収集内容

(11 裂布15点

(21 明治から昭和初期にかけての大島紬古典緋文様の写真155枚撮影する。

4. 結果及び考察

(11 小柄白図案145枚復元する。

(21 竜郷柄，小中柄の図案80枚復元する。

(31 大島紬古典文様がいまだ埋もれているものと思われるので，引続き大島紬古典文様白収集

及び写真撮影による調査を行う計画である。

U' 

v. 
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(6) ぼかし染大島紬の染色試験

丸山武満・白久秀信

1 目的

従来の大島紬の緋模様は柄欄曹の一定部分に色彩が施されているが，緋模様に多様性~持た

せる方法として締加工した柄模様は従来どおりにした上に，緋だけをぼかし染めした大島紬を開

発する目的で実施した。

2 試験概要

2ー 1 締加工

大島紬の4釜柄...耕締加工，地色を染色した後，緯緋だけを次の方法で着色した。

地色を染色した緯緋を総解きした後揚枠し，この緋を糊抜き水洗乾燥した餅に青，金

茶，赤の三色白摺込液を各々一定部分又はこの色が交錯するように自由に摺込染めした

後，乾燥，蒸熱処理して水洗，乾燥。

2-2 製織

上記によって染色した緯緋幸正規に締加工した4釜柄に従来どおり，緋合わせ製織し
ず匹

~。
3 結果

緋模様は従来どおり正確に耕合わせされた上に，ぼかし状に色彩が施されて，耕全体が従来

の柄模様とは異なった独特の緋織物が製織された。

4 まとめ

このぼかし染は数色を交錯することにより多くの色を自由に簡単に摺込染ができ，又柄は同

じでも一反ずつ異在った配色もでき，更には若向きにははでな色壱，年輩用は渋い色をぼかし

染めすることにより，ノげエティにとんだ紬が生産される。これまで大島紬は点や長紛で一定

の地色に柄の部分に図案に基ずいて色彩が施されていたが，とのぼかし染によって柄が変化し，

更には色が多様化され，これまで生産されてなかった一味変った新規の大島紬が生産される結

果が得られた。

(7) シヤリンパイ煎出液の濃度測定法の簡易化試験

丸山武満・白久秀信・採手IJー

l 目的

大島紬を染色するシャりンバイは染色白都度，原木を採取し，これを煎出した染液で染色す

るのであるが，これはシャリンバイの生育場所や樹齢並びに季節等によって煎出液の成分や濃

度が異なるため，染色業者は煎出するたびに長年白経験と勘により煎出液量を定めており， ζ

-45ー



煎出液の濃度を現場で簡単に測定する方法について試験し

試験概要

屈折計による染液の濃度測定

アタゴ手持屈折計N20によって，

れが染色不良の要因ともIJ:るので.

~" ，_。

2 

シャりンバイ液平市販の植物染料等の液が担u定できるか

について試験した。

合成タ::/.::.'l白濃度測定2-1 

シャリ Yバイはタンニン辛含んでいる白で，合成タ Yユンについても測定した。結果

/
/
)
 

は次白とおりであった。

。

% 
3 

2 

l 

屈

折

計

測

定

値

。
2 '70 1 0.5 

合成タ Y ニンの濃度

u 
カッチ液の濃度測定

モザγBカッチを測定した結果は次のとおりであった。

2-2 

ヲも
3 

2 

1 

屈

折

計

測

定

置

3% 2 

度濃チ
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2-3 'yャリ yバイ染色業者四染色液の濃度担.u定

泥染業者が染色しているシャリンバイ液を収集し測定した結果は次のとおりであった。

% 
2 

屈1.5

折

計

担U1 

定

値
0.5 

。
2 3 

タンニ Y 酸の濃度

2-4 'yャリ Yバイ煎出液の濃度別の測定

4 
(xl000PPM) 

5 

これまでD試験結果から屈折計で植物染料やVャり γパイ液の濃度が測定できること

がわかったので，以下の染色試験に供するシャリ yバイについて測定し，タンユ Y分主

定量した。結果は次のとおりであった。

シャリ Yバイ60kg当り採液量

% 
2 

210e 

190e 

160 e 

130e 

屈折計測定値

0.6 

1.0 

1.2 

1.8 

測定温度

1 

。
210e 190e 
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1972Ppm 

3053Ppm 

3937Ppm 

4895PPm 

160e 130e 



2-5 染色試験

前項2-4で煎出した濃度別Vャリ yパイ液で下記のとおり染色した。

供試糸 30 g付絹糸

染染染乾

熱 石 染 染 染 染 乾

索h 石 染 染 染 染 乾

禦h 石 染 染 染 染 乾

熱 石 染 染 染 染 乾 回 熱 田

注~染 煎出液によるもみ染

石 石灰液6g/Rで染色 U. 
乾 乾燥

熱 熱染液に浸漬

回 泥田で染色

染色後糸の濃度を分光光度計で測定した結果は次のとおりであった。

シャリンパイ 60 kgで21 0 R採取した染色濃度一一ゅ

分

光

反

シャリ γパイ 60 kgで 16 0 R採取した染色濃度
射

率 u 

また染色後舟増量率，摩擦堅ろう度は次のとおりであった。

シャリンパイ60kg当り採液量 増 量 率 摩擦堅ろう度

210R 379'0 3級

190R 40% 3級

160R 439'0 3級

130R 509'0 2-3級
」 一一
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3 結果

3-1 市販している合成タンニン及びシャロンバイと類似しているカ yチ液の濃度を屈折計

を使って測定することができた。

3-2 現在染色しているシャリンパイ染色業者四染液四濃度も.この屈折計で測定すること

ができた。 2-3の図のバラツキはVャり Yバイの質や採取量b・4工場によって異t"つ
τいること，これは文勘によっτ煎出液を採取していることにもとZる。

3-3 採液量別シャリンパイ液の濃度を屈折計で測定することができた。

3-4 採液量別シャリンパイ液で染色した結果も，この染液白濃度に比例して2-5の図が

示すように染色濃度差が現われている。この結果から，これまで当センターがクャリン

バイ液の採取量即ち 60kgで 150~160e 程度採取して染色した方が良い結果が得られ

ると指導して来たことと大体一致していることにもとZる。

4 まとめ

これまでV ャリンバイ染色業者は経験と勘によって煎出液量を採取していた由らこの試験に

よって，ヨ〆ャロンバイを煎出するたびに，染色の現場で簡単に劃定し最適の染液を採取するこ

とが容易ととt~.更にはこの染液に対する染色法及び染色の結果も良好で統ーした染色が得ら

れるものと思います。

(8) 草木染大島紬の染色試験(必 1) 

丸山武満・白久秀信

1.目的

従来の泥染大島紬はシャりンバイと泥土で染色するが，この試験はシャリンバイ以外の植物

で泥染大島紬と同様の製品寺開発する目防で行なった。

2 試験概要

30 g付(大島紬用)絹糸を使用しτ.1 5半算の4玉柄を締加工し，下記により染色をな
す。

2-1 試験に供した植物染料

奄美に自生している山そその木

2-2 山モモの煎出法

細断した山そその原木60 kgにソ F灰70gを加え，約 10時間煎出した後240

2の煎出液を採取した染液で下記の工程で染色。

A.緋蓮染色法

染石染X3 石染x3 石染x3 石染x3 石染X

3 乾田

49一



染石染x3 石染x3 石染x3 石染x3 石染X

3 乾田

染石染x3 石染X3 石染x3 石染X3 石染×

B.地糸染色法

残x4 乾熱石染X3 石染X3 石染x3 乾

熱石染x3 石染x3 石染x3 乾田

熱石染x3 石染x3 石染x3 乾田熱田

注~染 山そその煎出液で約1分間常温液で押えもみ染

石 5 g/ C.石灰液で約1分間押えもみ染

乾 乾燥

熱 熱染液て緋廷は20分，地糸は3時直浸演

回 泥田で染色

2-3 製織試験

上記によって染色した4玉柄の紬原料を従来と同様仕上加五機かけしτ製織した。

2-4 製織した紬の品質測定

(1) .yワ回復率(モYサント法)

ω 剛軟性(ト タノレハYド法〉
(3) 染色白堅ろう度試験

日光試験 ロ:/11"ライフウエザメータによる。

摩擦試験 L0849 試験機I型による。

タテ方向 60% ヨコ方向 61 % 

タテ方向 6.0 g ヨコ方向 9.2 g 

熱湯試験 L0845 ピ カ法1号による。

汗試験 L0848 B法による。

結果は次のとおりであった。

3 結果

この試験は，山モモの煎出液で従来白シャ!J!/パイ方式で泥染したが，製品を検討した結果

これまでのVャリンパイの黒と異なった山そそ独特白黒田地色が得られ，又緋も山モモ町オリ

ープ色が得られ，山モモ泥染紬が生産された。更に風合も従来の泥染に近い地風が得られ，又

染色の堅ろう度も良好であっt.:.。

nu 
k
d
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草木染大島紬の染色試験 (Jfo.2 ) 

丸山武満，白久秀信

1 目的

大島紬はシャリーノパイで染色する泥染紬と合成染料で染色する色大島紬が生産されているが

ζの試験は奄美に自生している植物で草木染大島紬を開発する目的で昭和42年度から継続し

て行っているが，本年度はζれまで試験をしてなかった植物を利用し，又染色法は奄美独特の

泥染方式で中間色町草木染大島紬について試験した。

2 試験概要

3 5 V付(大島紬用)絹糸を使用して 15半算の4玉柄を締加工レ，下記により染色をなす。

2 -1 試験11:供した植物

奄美11:自生しているイ Uュの木

2 -2 イ口ュの木の煎出法

細断したイジュの原木 60 K91Lソーダ灰70 Vを加え，約 10時間煎出した後 18 0 sの煎

出液を採取した染液で下記の工程で染色。

A 餅策染色法

染石染X3 石染X3 石染X3 乾回熱閏

B 地糸染色法

染 石 染x3 石 染X3 乾 田 熱 回

注~染 イ:/:1の煎出液で約1分間常温液で押えもみ染

石 5 ~ /e石灰液で約1分間もみ染

乾 乾燥

熱 イジュの熱染液で緋廷は20分，地糸は3時間漫潰する。

田 泥田で染色

2 -3 製織試験

上記によって染色した4玉柄の紬原料壱従来と同僚仕上加工し，機かけ製織した。

2-4 製織した紬の品質測定

Q) シワ回復率(モンサJ ト法)タテ方向 60% ヨコ方向 54% 

12) 剛軟性(トータルハンド法)タテ万向 日. 1 <; ヨコ方向 1 0， 1 V 

(3) 
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3. 結果

ζの試験は前記届1と異なり，中間色の地色の草木染大島紬を生産する目的で試験を行なっ

たのであるが， ζの目的どおり地色は中間色の鉄色が染色され，緋(餅締して防染した部分)

の色も従来の泥染紬と異なり，草木染独特の紬が生産され，商品価値のある地色及び紛の紬の

染色が得られた。製織布も泥染紬I己近い風合が得られ染色の'.!'[ろう度も良好な結果が得られた。

染色のコスト面もこの植物は奄美で豊富に自生しており，生産が増加しでも原木の心配はなく，

染色法も従来の泥染のように染液で50 ~6 0 回，泥田 3~4 回石灰処理や乾燥等を含めて 2 ，

3臼かかる染色ではなく， ζの染色は染被で14~ 1 5回，泥田1， 2回で染色できるので，

従来の泥染よりコストの面は安いζ とになる。

4 まとめ

大島紬も従来のシャリンパイによる泥染紬や合成染料で染色する色大島紬にだけζだわるこ

となく，シャリンパイと同様奄美IL自生している植物を活用して新製品を開発し，柄は同じで

も染色による多段化の大島紬を生産して阪路拡大をはかる乙と色必要だと思います。

(q) 琉球藍による藍大島紬の染色試験

丸山武満，白久秀信

l 目的

奄美には琉球藍が自生しており音は乙の藍で芭熊の繊維を染色した着物が生産されていたの

で乙の藍で大島紬を染色し，従来の細と異なる藍大島紬を生産する目的で試験を行った。

Z 試験概要

4 0 ~付大島紬周絹糸を使用し， 1 5半算の4玉柄を締加工レ下記により染色をなす。

2ー 1 藍の発鮮建した藍液で染色。

2-2 染色法

A 緋染色法

上記によって締加工した紡鐙を糊抜きした後上記(2 -1 )で発酵建した藍液に10分

間染色した後，緋絞機で緋を絞った後空気酸化させる。 ζの工程を3回行なった後水洗し

その後5日間自然乾燥する。以上乙の染色をー工程とし， ζの工程を5回行なって緋の地

色を紺色κ染色し， 1 0日間自然、乾燥する。

B 地糸染色法

4 0 ~付大島紬用絹糸を水洗した後発偉建した藍液 1 1:1'0分間染色した後糸を絞り空気

酸化させる。 ζの工程を3回行なって水洗し5日間自然乾燥する。この染色工程をー工程

とし， ζの工程を 5回行なって紺色IL染色し十分水洗した後更に10日間自然乾燥する。

-52-
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2 -3 染色した紡及ぴ地糸の仕上げ法

植物藍染は摩僚に不堅ろうな欠点があるので緋は総解き後十分水洗し2. 3日自然乾燥し

た後，松の生葉2K9を2時間煎出した後2eの抽出液を採取し，先に植物藍で染色した糸を
3 0分間浸漬操作しそのまま乾燥。

2-4 製織試験

緋経及び地経糸はライトシリコーンを混合したフノリ糊で仕上加工，機かけし，緋緯及び

地緯はライトシリコ-/液で亜美処理した後製織した。

2-5 製織した藍大島紬の各種測定

仕) シワ回復率(モンサμ ト法〕タテ方向 6 2骨

(2) 開l軟性(トータルハンド法)タテ方向 5. 6 '1 

B)染色の竪ろう度

日光|熱湯

3 結果

ヨコ方向

ヨコ方向

6 1 % 

6.9'1 

乙の試験は従来の泥染紬や合成染料で染色する色大島紬及び草木染紬と異なり，奄美f1:自生

している植物藍を利用し，地色は紺色の藍大島紬を生産する ζとが目的であるが，藍は特f1:摩

擦に不堅ろうな欠点があるので， ζれを向上する方法の染色法や仕上法K重点をおいて試験し

た。乙の試験結果から，染色中自然乾燥を数日してから染色するとか，更には松葉液処理1;:よっ

て染色の竪ろう度が向上し，特f1:摩擦については染色後時日が経過する ζ とにより堅ろう度が

向上する結果が得られた。又松葉液処理によってシワ回復率や風合も特に悪い結果をもたらし

ていないか， ζのtk葉液処理による摩鎮堅ろう度の効果や染色及び絹糸への影響については，

ζの製品の時日経過を見ながら検討する乙とにしたい。

( 10) 泥染工場の泥染緋・地糸の堅ろう度調査試験

西決造

l 目的

鹿児島県内の純泥染工場は82軒であるが，それぞれ染法，シャリンパイ液の取上最，染色

後の光沢，ヒピ，手触，濃度等も若干異っているので各工場に染色を依頼して各種竪ろう度や

官能試験を行い，業界の参考資料とするため本試験を行った。

2 試験概要

2-1 試料
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3 0 ~付大島紬用緯糸で地糸染色，同糸で白緋藍緋作成，地糸，緋とも 6 1点回収した。

2-2 摩擦に対する染色堅ろう度試験

摩擦試験機 I形で乾摩擦試験を行った。

2 -3 汗に対する染色竪ろう度試験

汗試験 Aー 1法

2-4 洗たくに対する染色竪ろう度試験

洗Tこく試験 Aー l号法

2-5 光に対する染色堅ろう度試厳

試獣磯サイシャイン スーパーロングライフ

を使用した。

2-6 反射率測定

平沼反射計SPR-3で測色

2ー 7 脆弱度試験

染色前後の糸の強伸度を揖1)定

2-8 泥藍抜染試験

水酸化ナトリウム 0.15% 

7<ラジン 0.2 唖

ハイドロサルファイト 0.2 % 

液温 75 "C ~80 亡

ウェザメーター WEL-SUN-TC型

で抜染を行ない 1級(不良)~5 級(最優)の等級を用いて表示した。

2-9 増量の担.1)定

染色前後の絹糸の重量を測定

2ー10 官能試験

染色後のヒピ，柔軟性，毛羽， 卜の字の切れについて官能試験を行ない， 1 級(不良)~

5級(最優)の等級を用いて表示した。

3 結果

結果は表のとおり。
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地 摩 汗害E ろ う 度 (級) 洗たく堅ろう度ω 強伸展 反射率 ω 耐 増 柔 ヒ 毛
鍍
酸 性 ア Jレ力リ性 変 強 {申

光
糸 堅 汚 染 堅
ろ 変 汚 染 変 泥 染 ろ

軟

番 つ 退 度 度 B R G う
度 退

絹
退

絹 度 量 性 ピ 羽
綿 絹 綿 綿

号 (級) 色 色 色 (9) (骨 (級) 自由 (級) (紛 (級)

l 2 5 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 441 14.2 2.1 2.8 2.9 6-7 45.9 3 4 4 

21 1-2 5 4-5 5 5 4-5 5 1 4 4 466 14.7 2.3 3.0 3.0 6 100.2 5 4 4 

3 2 5 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 489 16.7 2.3 3.0 3.1 7 47.5 3 4 5 

4 2 5 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 451 162 2.4 3.0 3.0 6-7 50.1 4 4 4 

5 2 5 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 418 16.2 2.5 3.0 3.1 6-7 54.0 3 4 5 

6 2 4 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 471 15.2 2.3 3.0 3.0 5-6 37.0 5 4 4 

7 2 4-5 4-5 5 4-5 4-5 5 4 5 5 41 1 13.2 2.4 3.2 3.2 6-7 40.7 5 3 2 

811-2 4-5 4-5 5 5 4-5 5 4 5 5 451 15.7 2.2 3.0 3.0 5-6 38.2 3 3 4 

9 2 5 4 5 5 4 5 4-5 5 5 491 16.2 1.9 2.9 2.9 6-7 58.3 5 4 3 

10 1-2 5 4-5 5 5 4-5 5 4 5 5 446 16.7 2.0 2.6 2.9 6 57.3 3 4 5 

11 1-2 5 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 471 15.7 2.1 2.9 3.0 7 59.9 5 4 2 

12 3 5 4-5 5 4-5 4-5 5 3-4 5 5 451 10.2 2.2 3.0 3.1 5一日 40.7 4 3 5 

13 1-2 5 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 481 17.2 2.3 3.0 3.0 6-7 72.9 4 5 5 

14 3 5 4-5 5 5 4-5 5 4 5 5 461 14.6 2.1 3.0 3.0 5-6 36.0 4 3 4 

15 1-2 5 4 5 5 4 5 4-5 5 5 451 16.2 2.3 3.0 3.0 6 78.5 5 5 3 

16 2 4-5 4~5~ s 忌 4-5 】5 4 '5 s '491 16.2 2.3 . 113.0 ' 、3.0 5ム6 バ42，3' 4 早3 4 

17 2 5 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 457 12.8 2.6 3.1 3.1 6-7 50，6 4 3 1 

18 2 5 4~5 5 4-5 3 3 1 4 ; 5 451 13.2 2.4 3.0 ， 3.0 7 123，5 4 4 4 

4-5 3，0 19 3-4 4 5 4 4 5 4-5 5 5 391 14.2 2.4 3.0 5-6 41.2 5 3 1 

20 2 5 4 5 5 4 4-5 4-5 5 5 441 15.2 1.9 2.9 2.9 7 96.0 5 4 1 

21 2 5 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 401 13.2 2.0 2.9 3.0 6-7 42.2 4 4 4 

22 1-2 5 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 471 16.2 1.9 2.6 2.7 6-7 71.2 5 4 4 

23 2 4 4-5 5 4-5 4 5 4-5 5 5 456 15.2 2.1 3.0 3，0 6 41.8 4 3 2 

24 2 5 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 441 15，2 2.0 2.9 3.0 6-7 45.5 3 4 5 

25 2 5 4 5 5 4-5 5 1 4 4 411 12.2 2.4 3.0 3.0 6 742 3 3 3 

26 2 5 4-5 5 5 4 5 2 5 5 486 15.2 2.2 2.9 3，0 7 110.8 4 5 5 

27 3 5 4-5 5 4-5 4-5 5 4-5 5 5 436 14.2 2，0 3.0 3.0 6-7 40.4 4 4 3 

28 1-2 4-5 4-5 5 4-5 4-5 5 4-5 5 5 371 11.7 2.4 3.0 3.0 6 41.5 4 3 1 

29 2 5 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 451 15.7 2.3 3，0 3，0 6 54.1 4 4 4 

30 3 4 4-5 5 4-5 4-5 5 4-5 5 5 431 14.7 2.0 2，9 2.9 5-6 42.8 4 3 4 

31 1-2 4-5 4 5 5 4-5 5 4 5 5 416 15.2 2.2 3，0 3.0 6-7 50.2 4 4 3 

32 3-4 4 4-5 5 4 4-5 5 4 5 5 456 16.0 2，0 3.0 3.0 5-6 44.3 5 3 5 

33 2 4-5 4-5 5 4-5 4-5 5 4 5 5 421 15.8 2.1 2.8 2.9 5-6 49，8 5 2 4 

34 2 4-5 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 401 12.7 2.0 2.8 2.9 日-7 49.4 4 I 3 4l 
35 1-2 5 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 471 16.2 2.3 3.0 3.0 6-7 77.9 4 4 、41

36 2 5 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 411 12，2 2.0 3.0 3.0 6-7 53.7 4 4 1 

37 1-2 5 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 431 16，7 2.5 2.9 3，0 7 49.4 5 4 4 

38 2 4 4 5 4 4-5 5 4 5 5 481 16.2 2.5 3，2 3.2 5-6 34.9 4 2 3 

39 3 4 2-3 4-5 4 3 5 4 5 5 456 14，7 2，5 3.1 3，1 5-6 36.5 4 2 3 

40 2 5 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 451 12.7 2.3 3.0 3.0 7 44.2 5 4 4 

41 1-2 5 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 441 14.2 2.1 2.9 3，0 6-7 57，3 3 4 5 

42 2 5 4-5 ，5 5 4-5 5 4-5 5 5 451 14.7 2.0 2.9 3.0 6 80.9 5 5 4 

43 3 4 4-5 5 4 4 4 4 5 5 481 16，2 2.5 3.1 3.1 6 43.4 4 3 3 

44 2 5 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 461 16，7 2.0 3，0 3，0 6-7 47.9 4 3 5 

45 2 5 4 4-5 5 4 4-5 4 5 5 446 17.7 2.3 3.0 3.0 7 53.6 4 4 4 

46 3 5 3 5 5 4-5 5 4-5 5 5 481 16.2 2.0 2.6 2，7 6 135.8 5 4 5 

47 2 5 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 461 16.2 2.3 3，0 3.0 6-7 70.2 5 5 4 

48 3 4 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 481 16.7 2.3 3.0 3.0 6 42.6 3 3 5 

49 1-2 5 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 506 19，7 2.0 2.7 2.8 日一7 60.2 5 4 5 

50 2 4-5 4-5 5 4 4-5 5 4 5 5 361 10.2 2，5 3.1 3.2 6 36.4 4 3 l 
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地
摩擦
汗堅 ろ う 度 (級) 狩こく竪ろう度(級) 強伸度 反射率(冊)

耐 増 柔 ヒ 毛

酸 性 7 )レ力リ性 変 汚 染 強 {申
光

糸 堅 堅 軟
ろ 変 汚 染 変 汚 染 ろ 量 ピ 羽

番 う 退 度 度 B R G う 性
度 退 退 絹 綿 度絹 綿 絹 綿

号 (級) 色 色 色 (の 哲担 (級) 唱b (級) (級) (級〕

51 2 5 4 5 5 4-5 5 4-5 5 5 471 14.2 2.0 2.9 3.0 6-7 41.8 4 4 5 

52 2 4 4 5 5 4-5 5 4-5 5 5 471 16.2 2.3 3.0 3.0 7 37.4 5 4 2 

53 2 5 4-5 5 5 4-5 5 2-3 5 5 461 16.2 2.1 2.9 3.0 7 56.2 4 4 5 

54 2 4-5 4-5 5 5 4-5 5 4 5 5 443 15.2 2.3 3.0 3.0 6 42.7 5 4 5 

55 3 5 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 461 15.7 2.3 3.0 3.0 5-6 39.0 5 4 4 

56 2 5 4-5 5 5 3 5 4-5 5 5 466 14.2 2.3 3.0 3.0 6-7 68.8 4 4 5 

57 2 5 4-5 5 4-5 4 5 4-5 5 5 471 U7  2.4 3.0 3.1 6-7 40.9 4 3 5 

58 2 4 4-5 5 4 4-5 5 2 5 5 446 15.7 2.4 3.0 3.0 5-6 43.3 3 2 4 

59 2 5 4 5 5 4-5 5 4-5 5 5 416 144 2.2 3.0 3.0 7 49.1 5 4 4 

60 2 5 4-5 5 5 4-5 5 4 5 5 461 14.2 2.5 3.1 3.3 5-6 40.8 4 2 2 

61 1-2 5 3 4-5 5 3 5 4-5 5 5 461 13.2 2.1 2.9 2.9 7 107.4 4 4 3 

最弱 1-2 4 2-3 4-5 4 3 3 4 4 361.0 10.2 2.5 3.2 3.2 5-6 36.0 3 2 1 

平均 2 5 4-5 5 5 4 5 4 5 5 449.6 15.0 2.2 3.0 3.0 6-7 56.0 4 3-4 3-4 

最優 3-4 5 5 5 5 5 5 5 5 5 491.0 17.9 1.9 2.6 2.7 7 1 ? 4.0 5 5 5 
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描t開堅ろう度(級) 汗 堅 ろ う 度 (級〕 洗たく堅ろうN.(級) 反 射 率 ( %l 霊ヒ + 毛
酸 性 71レ力リ性 変

色抜染地

σ3 

自 麗 朝} 汚 染 白 相} 藍 相f 字
番 変 汚 染 変 汚 染

ヒー き退 脆
抜 抜 退 退

( 度落級) 

れ
染 染 絹 綿 絹 綿 絹 綿 B R G B R G 

号 相} 前 後 色 色 色 信助 (級 (級

1 1-2 1-2 2 5 4-5 5 4 4-5 5 4 5 5 2.8 3.0 3.1 2.6 3.0 3.1 3 3 3 4 

2 1-2 1-2 1 5 3-4 5 5 4-5 5 5 5 2.4 3.0 3.0 2.3 3.0 3.0 4 2 2 4 

3 2 1 2 5 4-5 5 5 4-5 5 4 5 5 2.4 3.0 3.0 2.3 3.0 3.0 5 3 3 4 

4 1-2 2 2 4-5 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 2.7 3.1 3.1 2.5 3.0 3.1 5 3 3 4 

5 1-2 2 2-3 5 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 2.4 3.0 3.0 2.2 3.0 3.0 5 5 4 3 

6 1-2 1-2 1-2 4 4-5 5 5 4-5 5 4 5 5 2.2 3.0 3.0 2.2 3.0 3.0 5 4 4 3 

7 2 2 2 5 4-5 5 5 4-5 4 4 5 5 2.3 3.0 3.0 2.2 3.0 3.0 5 3 3 3 

日 1-2 1-2 _2 4-5 4三 5 5 5 4三 5 五一 4-，5 5 5 2.2 3.0 3.0 2.2 2.9 3.0 5 5 5 3 

9 1-2 1-2 2 5 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 2.1 3.0 3.0 2.4 3.0 3.0 5 3 3 3 

10 1-2 1-2 4-5 4-5 5 4 4-5 5 4 5 5 2.2 3.0 3.0 2.2 3.0 3.0 5 3 3 3 

11 1-2 1-2 l 5 4-5 5 5 4 4-5 4-5 5 5 2.1 3.0 3.0 2.0 3.0 3.0 4 3 3 3 

12 1-2 1-2 2 5 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 2.1 3.0 3.0 2.0 3.0 3.0 4-5 3 3 4 

13 1-2 1-2 1-2 5 4-5 5 5 4-5 5 4 5 5 2.1 3.0 3.1 2.1 3.0 3.1 5 4 2 3 

14 1-2 1-2 1-2 4-5 4-5 5 4-5 4-5 5 4 5 5 2.1 3.0 3.1 2.0 3.0 3.1 5 5 5 5 

15 2 1-2 1-2 4 4-5 5 4 4-5 5 4 5 5 2.5 3.5 3.5 2.2 3.1 3.2 5 3 2 

16 1-2 1-2 2 5 4-5 5 4-5 4-5 5 4-5 5 5 2.2 3.0 3.0 2.1 3.0 3.0 5 5 5 4 

17 1-2 1-2 1-2 5 4 5 5 4-5 5 4-5 5 5 2.1 3.0 3.0 2.0 2.9 3.0 3 2 2 4 

18 2 1-2 2 4 4-5 5 4 4-5 5 4 5 5 2.0 3.0 3.0 2.0 3.0 3.0 5 5 4 5 

19 1-2 1-2 1-2 5 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 2.0 3.0 3.0 2.0 3.0 3.0 4-5 5 4 3 

20 2 2 2 4 4-5 5 4 5 5 4 5 5 2.2 3.1 3.1 2.1 3.0 3.0 5 4 3 2 

21 3-4 3-4 1-2 5 4-5 5 5 4-5 5 4 5 5 2.0 3.0 3.0 2.0 3.0 3.0 4-5 3 4 3 

22 2-3 1-2 1-2 5 4 5 5 4-5 5 4-5 5 5 2.1 3.1 3.1 2.1 3.0 3.0 5 3 3 3 

23 2 2-3 2-3 5 4-5 5 4-5 4-5 5 4-5 5 5 2.0 3.0 3.0 2.0 3.0 3.0 5 4 4 4 

24 1-2 1-2 1-2 5 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 2.1 3.0 3.0 2.0 3.0 3.0 4-5 5 4 4 

25 2 1-2 1-2 5 4-5 5 4 4-5 5 4-5 5 5 2.2 3.0 3.0 2.1 3.0 3.0 5 3 4 

26 1-2 1-2 1-2 5 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 2.4 3.1 3.2 2.3 3.1 3.1 5 4 4 5 

27 1-2 1-2 2 4 4 5 4 4-5 4-5 4-5 5 5 2.4 3.1 3.1 2.4 3.0 3.0 5 1 1 4 

28 1-2 1-2 1-2 5 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 2.1 2.9 3.0 2.1 2.9 3.0 5 l 4 
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緋 摩僚lliIろう度(級) f干堅ろう皮 (級) 洗たく堅ろ世宣ω 反 射 率(%l 
塁
ヒ + 毛

酸 性 7 )レ力リ性 変
抜染I出

0) 

藍 却? 汚 染 白 相f 藍 紛 字
筒 変 汚 染 変 汚 染 ピ 羽

退
色 き

抜 抜 i呈 退 脆落度 れ
染 染 絹 綿 絹 綿 絹 調B B R G B R G 

号 京ヰ 前 後 色 色 色 (級)自由) 級)(紛

29 1-2 1-2 1-2 5 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 2.2 3.0 3.0 2.2 3.0 3.0 5 1 3 5 

30 1-2 1-2 2 5 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 2.1 3.0 3.0 2.3 3.()' 3.0 5 4 4 3 

31 2 1-2 1-2 5 4 5 5 4-5 5 4-5 5 5 2.5 3.0 3.1 2.3 3.0 3.0 4 3 3 5 I 
32 2 1-2 1-2 4-5 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 2.8 3.0 3.1 2.7 3.0 3.1 5 2 2 5 

33 2 1-2 2 5 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 2.2 3.0 3.0 2.2 3.0 3.0 5 4 4 3 

34 1-2 1-2 2 4-5 4-5 5 5 4 4-5 4-5 5 5 2.8 3.1 3.1 2.6 3.0 3.0 5 1 3 

35 1-2 1-2 l 5 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 28 3.1 3.1 25 3.0 3.0 2 1 5 

36 1-2 2 2 5 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 2.7 3.0 3.1 2.4 3.0 3.0 5 2 3 3 

37 2 2 2 5 4-5 5 5 4 -5 5 4-5 5 5 2.4 3.1 3.1 2.4 3.0 3.1 4 4 4 3 

38 1-2 2 2 5 4-5 5 4-5 4-5 5 4 5 5 3.0 3.5 3.5 2.9 3.1 3.3 5 2 4 2 

39 1-2 1-2 1-2 5 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 2.7 3.1 3.2 2.7 3.U 3.1 4 5 5 5 

40 2 2 2 5 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 2.5 3.1 3.2 2.5 3.1 3.2 5 5 4 4 

41 2-3 2-3 2-3 5 4-5 5 5 4-5 5 4 " 5 3.0 3.7 3.6 3.0 3.2 3.5 4-5 3-4 4 3 
4-5 42 2 1-2 1 5 4 5 5 4-5 5 5 5 2.6 3.0 3.1 2.6 3.0 3.1 3 4 5 5 

43 2 1-2 1-2 5 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 2.5 3.0 3.0 2.3 3.0 3.0 4 5 4 5 

44 2 1-2 2-3 3 4-5 5 4 4 5 4-5 5 5 2.9 3.4 3.2 2.7 3.2 3.2 4-5 4 4 3 

45 1-2 1-2 1-2 5 4-5 5 5 4-5 5 4 -5 5 5 2.4 3.0 3.0 2.2 3.0 3.0 5 4 4 5 

46 1-2 1-2 1-2 5 4 -5 5 5 4-5 5 4 -5 5 5 2.3 3.0 3.0 2.3 3.0 3.0 4-5 3 3 5 

47 1-2 l 5 4 -5 5 5 4 4-5 4 -5 5 5 2.5 3.1 3.1 2.3 3.0 3.0 5 5 4 3 

48 1-2 1-2 2 5 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 25 3.0 3.0 2.8 3.0 3.0 5 4 4 3 

49 1-2 1-2 2 4 4-5 5 4-5 4-5 4-5 4 5 5 2.9 3.2 3.2 2.8 3.1 3.1 5 l 3 

50 1-2 1-2 1-2 5 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 2.9 3.1 3.1 2.8 3.1 3.1 5 1 2 3 

51 1-2 1-2 1-2 5 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 ~.l 2.8 2.9 2.0 2.8 2.9 5 4 4 4 

52 1-2 1-2 1-2 4-5 4-5 5 5 4-5 5 4 5 5 2.8 3.2 3.2 2.8 3.2 3.2 4-5 4 5 4 

53 1 1-2 5 4-5 5 4-5 4-5 5 4-5 5 5 23 3.0 3.1 2.1 3.0 3.0 5 2 3 4 

54 1-2 1-2 1-2 4-5 4 5 4 3-4 4-5 4-5 4 5 2.3 3.0 3.0 2.3 3.0 3.0 5 2 3 3 

55 1-2 1-2 1-2 4 4-5 5 4 4-5 4-5 4 5 5 2.3 3.0 3.0 2.3 3.0 3.0 5 4 4 3 

56 1-2 1-2 1-2 5 4-5 5 4-5 4-5 5 4-5 5 5 2.8 3.0 3.1 2.8 3.0 3.0 5 2 5 

57 1-2 1-2 l 5 4-5 5 5 4-5 5 4-5 5 5 2.2 2.9 3.0 2.3 2.9 2.9 3 4 5 5 

58 1-2 1-2 2 4-5 4-5 5 4-5 4-5 5 4-5 5 5 2.8 3.1 3.2 2.5 3.0 3.1 5 2 4 

59 1-2 1-2 2 4-5 4-5 5 4-5 4-5 5 4-5 5 5 2.0 3.0 3.0 2.0 2.9 3.0 5 3 3 3 

60 2 1-2 1-2 4 4-5 5 4 4-5 5 4 5 5 2.3 3.1 3.0 2.1 2.0 3.0 3 4 4 3 

61 1 1 1 4-5 3-4 5 5 4-5 5 3 一5 5 2.0 3.0 3.0 2.0 3.0 3.0 2 2 3 4 

最娼 l 1 1 3 3-4 5 4 3-4 4 l 4 5 3.0 3.7 3.6 3.0 3.2 3.5 2 1 2 

平均 1-2 1-2 1-2 5 4-5 5 5 4-5 5 4 5 5 2.4 3.0 31 2.3 3.0 3.0 4-5 5 3 4 

最優 3-4 3-4 2-3 5 4--5 5 5 4-5 5 4-5 4-5 5 2.1 2.9 3.0 2.0 2.8 2.9 5 5 5 5 

〆

¥、ノ

I

E

J

g

l

 



‘，~ 

¥、Jノ

人J

県下82軒の泥染工場のうち協力した業者は65軒で，制?の出品が61件，地糸出品が61件

であった。

摩擦については緋はほとんどが2~3級以下で白緋の摩擦は白綿布 lié黒赤味IL汚染された。藍

制の摩擦は白綿布に黒育味に汚染された。泥藍抜染後の摩擦は臼綿布に黒赤味IL汚染された。抜

染後はパラツキはあるが摩擦堅ろう度が半級程度不良になった。地糸については3級以上はわず

か18骨であった。

汗堅ろう度については緋では酸性，アル力リ性の変化はなく，地糸ではアルlヨリ性がわずか絹

に汚染している。緋地糸とも汗には霊ろうである。洗たく堅ろう度の変退色で不堅ろうな緋が3

4品，地糸では10%であった。汚染はほとんど認められなかった。耐光堅ろう度についてはほと

んどが 6~7 級の優級であった。植物染料は耐光には不堅ろうな染料が多いが，泥染は染重ねて

染色濃度を渡厚に染色されるから耐光が堅ろうになると推測される。

増量については紬組合規定の理想的40骨堵量に近似しているのは 38%泥染工場であった。

泥藍絞染については地色が脱落して補正号必要とするのが11 %であった。強伸度については強

度8.5唖，伸度が16骨平均して弱くなっていた。緋のとピについては2級以下の不良な緋が3

1骨であった。地糸のヒピについては日骨であった。十の字の切れが不鮮明な紛や汚染された緋

が20骨あった。地糸の柔軟性についてはやや固い地糸が16%あったので石灰使用量や乾燥方

法等勘案する必要がある。毛羽については緋では毛羽発生が多いのは5骨で，地糸の毛羽発生の

多いのは18冊であった。毛羽発生の多い地糸はほとんどが糸切れ，糸もつれやいらつきが多く

染色操作については細かい配慮と観察を怠たらず，十分注意して染色するととが大事である。

本調査試験を今後の泥染工場の技術指導の参考資料として活用したいc

。1) 染色用泥土に関する試験
赤塚嘉克

1 目的

大島紬のシャリンパイ泥染色において，どのような泥か茸主色K適しているかを調べる。

2 試験概要

前回は水簸による粒度別染色，懸濁液とろ液ILよる染色，泥土の量別染色，鉄の溶解量別染

色を実施したが，今回は描水下に自然に放置するときの経過時聞による染色，染者指標の探索

のためのPH.置換酸度，第一鉄の測定・定量を行った。

2-1 湛水回数別染色

試料土

名瀬市あり屋の田聞から採取した風乾泥土のSandの部分

61 



名瀬市だいくまの山から採取し，風乾破砕後1脚目ふるいを通過した赤土

試料土の分析結果は表のとおり。

試料土 Iig・loss. I Si02 
ありや I11.2 cro) I 78.0 
だいくま

2-1-1 

試料土100 gに水を加え2Cとなし，捜持してピーカの口にサラ Y ラップで覆い辛主し.

所定日数経過後染色した。泥染色前回カッチ染色は次のとおり。

6.9 

Fe 203 

2.2 

2.9 

A1203 

2.7 

4.3 

O
一
初
一

M

a-
p
u
 

30.7 

熱染 石 染x3 石 染x3 石 染x3 乾

(熱染 石 染x3 石 染x3 石 染x3 石 染x3 乾)x 2 u 
熱染 石 染x3 石 染x3 石 染x3 乾

注カッチ液 1 % So 1 n 

熱染 浴比25倍. 1 0分煮沸

染 浴比 5倍. 2分もみ染

石 消石灰0.5%Soln，浴比25倍. 1分処理

乾 1 0 O'C. 60分乾燥

糸 1くみ6g (総糸)絹糸

泥染後，重量増加率.1ι/S値，鉄分(糸中町)を測定した結果を表に示した。

湛水日ミ数ミ(期?間一ト一~主主主主F 
あ り や 主ご し、 く 主

重孟働時事 K/S 鉄分(ppm重量樹日率 K/S 鉄分(ppm)

20(56.3.1任、56.3.30) 89% 28.4 231 84% 32.3 190 

5Q (56 2 昔日'3.30) 88 30.3 184 91 30.3 203 

100 (55.12.2か-3.30) 自8 30.3 198 86 30.3 210 

200 (55 9. 11~3. 30) ※ 88 30.3 237 86 30.3 260 

※は 55.10.1--56.3.30までの 180日

染色後円重量一染色前向重量重量増力陣oa.._--- -.-..- -x 1 0 0 
染色前向重量
2 

( 1-R) 但し.Rは66 On叫こおける比反射率
K/S=一一一一ー

2 R (Kube 1 k a-Munk '"式)

鉄分~泥染後糸に染着したFe分

2-1-2 

試料土200gをビーカにいれ，水を加えて2CととEレ，撹枠し，サラシラップでカバー

をして静置し所定日数経過後染色した。泥染色前のカッチ染色は次のとおり。

熱染石染x3 石染x3 乾

(染石染x3 石染x3 乾)x 2 

υ 
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泥染後四測定結果を表に示す。

湛水ミ日数ミァー1~-~j~盟iE土目 あ り や だ し、 く 主

重量増力障 K/S 鉄分{PPm)重量物路 K/S 鉄分{PPm)

1 (56. 12 8) 74% 9.4 197 72% 8.3 233 

10 (56. 11. 29-12.8) 78 11.5 476 70 8.0 232 

20 (56.11. 1少~12. 8) 76 11.5 799 71 8.6 225 

50 (56. 10. 2仔~12. 8) 74 11.8 803 77 8.6 196 

100 (56. 8. 31~12. 8) 75 11.2 505 76 9.2 211 

200 (56. 5.23-12.8) 76 9.9 439 77 9.2 213 

染色前の上澄液田鉄分(PPm)

湛水 回数 あ り や Tミ、、 く 主
。 。

10 0.23 。
20 0.05 。
50 0.75 。
100 0.58 。
200 。 。

2-2 染着指標の探索

今回は染着指標として可能性のあるPH，置換酸度，第一鉄を調べた。

試料土

昭和53年，大島郡内の田岡から採取した泥土春風乾破砕包 1棚目ふるいを通過したも

の 33個。

PHの測定

試料土 10 gに水25.ec 2.5倍)を加え，捜持し懸濁液のPHを目立 姻場D-5で

測定した。

置換酸度の測定

試料土40gを三角フラスコにとり，1NKce液 100.tを加え. 1時間振とう器に

かけた後，乾燥ろ紙でろ過.初めの数.tは捨てる。採取したろ液から 5O.tをとれ o.0 

5NNaOHでフェノーノレフタレイ Y争指示薬として滴定した。滴定値は試料土10 0 g 

を供試し，ろ液の半分を滴定した場合のO.lNNaOH.0.t数に換算した。

第一鉄の定量

試料土1gに5.tの濃硫酸を加え湯浴上で 2.5時間加熱，水を加えて2O.tとなし，ろ

過。ろ液を 10 O.tに稀釈o そのうち2.tをピーカにとり，くえん酸ナトリウム (25%

液)5.tを加えてPHを調節(BPBが賞→青に変色する鳥別にプラ Y グで確かめる J。

これに0.25')'00ーフェナントロリン2.eを加えて呈色させる。これを 10 O.tに稀釈し
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て. 5 0 80mで吸光度を測定し，検量線からFe(lI)の合量を計算した。結果は表のとおり

であった。

試料土採取地 PH  置換酸度(.0 第一鉄(%) 

辺 留 5.2 0.7 7 1. 7 8 

戸 口 4. 9 2.03 0.9 8 

大 勝 5.0 1. 0 3 1.41 

嘉 渡 4.7 2.0 9 1.02 

浦 上 5.2 0.64 1. 6 5 

有 屋 4.2 1 1. 6 1 1.3 4 

仲 勝 4.4 9.1 3 1. 4 3 

安 勝(上) 4.7 3. 9 1 1.52 

安 勝(下) 6. 1 0.3 1 1.48 

湊 5.0 2.31 1. 3 0 

日U 勝 4.8 3. 9 0 2.00 

山 閲 5.7 0.1 9 1. 3 5 

役 勝 5.6 2.29 1. 7 2 

大 棚 6.9 4.25 2.00 

今 里 4.7 7.0 0 1.35 

生 勝 5.5 2. 7 0 1.92 

古 仁 屋 6.8 0.1 8 1.8 5 

与 路 4. 9 2.54 2. 3 3 

?浦 原 7.2 。 O. 5 7 

亀 津 6.2 0.1 9 1. 4 1 

母 間 7.2 。 1.15 

蹴 大 7.4 0.1 4 1.6 7 

伊 仙 7.6 0.20 1.57 

喜 念 7.6 0.25 1. 4 8 

松 原 6. 7 O. 0 5 1. 5 4 

玉 城 6.5 O. 3 7 1. 88 

後 務 7. 0 0.40 3.0 7 

喜 美 留 6.6 0.28 2.28 

大 成 7.3 0.19 2.55 

立 長 7.8 0.03 1. 4 7 

下 平 )11 7.6 0.34 2.1 1 

竿 津 7.3 0.20 2.0 3 
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試料土採取地 PH 置換酸度(.t) 第一鉄(%) 

古 里 7.8 0.0 9 1. 8 0 

平 均 値 6.1 2 1.81 1. 6 7 

標準端差 1.1 7 2.7 2 0.5 1 

3 考察

シャリ yパイ泥染色を行なっている野外の水田では湛水状態を保っτおれば，染着力がおと

ろえることは少なL'0 いっベん使っても，しばらくすると染着力が回復することが知られてい

るところがいったん風障した泥土を容器中に湛水状態にしておいても上記円試喰結尉こ見ると

おり，簡単には染着しとEかった。湛水日数50日を経過すると染着するようになるが十分では

なく. 2 0 0日経過しても特に染着がよくなったとは見えなかった。容器中にも還元菌は存在

するだろうし，有機物も少しは含んでいるから時間をかければ還元は進行していくと思うが.

野外の水田土域ほどには金属の移動等も自由ではなく，抑制されている等白理由で鉄の還元が

著レく遅くなるものと考える。したがって工場内に染色用土を移すときは，自然の湛水状態だ

けでは長日数壱要するので，強制的に還元することが必要である。

染着指標の探索としτは，あとCEC.粒度分布の測定をおえてから染着との関係を確かめ
すよL、。

ω 抜染にたえる泥染の研究

赤塚嘉寛操 幸lトー

l 目的

泥藍耕の抜染において抜染にたえなければなら位い地色が脱色されると製品価値が殆ど失な

ー¥ノ われてしまう。この原因については鉄分地いからとか，石灰が多いからとか，いろいろあげ

られているが，はっきりしたことが分らなかった。この不安争取り除き，いつでも抜染にたえ

る地色を染色できるように染色条件を調べる。

2 誤験概要

2 -J 地糸染色

泥染に影響壱およぽす要因として染液濃度，染液更新回数，鉄濃度，乾燥方法.石灰濃度

もみ回数，作業者をとりあげ検討する。表のL16(43x26)直突表によっτ割付けた。

要 因 水 準

染液濃度(A) J (0.5%) 2 ( lro) 3(2ro) 4 ( 5ro) 

更新回数(B ) J (40回) 2(50回) 3 ( 60回) 4(70回)

鉄濃度(C) J (0.5%) 2( lro) 3 (2ro) 4( 5%) 

乾燥方法(D) l( 100.C 2h) 2(10σC 2h 2d) 
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石灰濃度(E ) 

もみ回数(F ) 

作業者(G ) 一一一一山
2 (0.8%) 

2(60回)

2(b) 

直交表 L16( 215)→L16( 43X26) 

内題
A B C D E F G e ExF 

1 2 3 4 812 51015 6 7 9 11 13 14 

1 1 1 1 1 1 1 1 

2 1 2 2 l 1 2 2 2 2 

3 1 3 3 2 2 1 1 2 2 

4 1 4 4 2 2 2 2 1 

5 2 l 2 2 2 1 2 1 2 

6 2 2 1 2 2 2 1 2 l 

7 2 3 4 l 1 l 2 2 1 

8 2 4 3 1 1 2 1 1 2 

9 3 1 3 1 2 2 2 2 1 

1 0 3 2 4 2 1 1 1 2 

1 1 3 3 1 2 2 2 1 2 

1 2 3 4 2 2 l 1 2 

1 3 4 1 4 2 1 2 1 2 2 

1 4 4 2 3 2 l l 2 1 1 

1 5 4 3 2 1 2 2 1 1 1 

1 6 4 4 1 2 2 2 2 

V' 

試 料

糸 30g付緯網糸2くみ(約12g)x16 (_) 
染液 カッチ水浴液 1 0 O.t 

鉄 硫酸第一鉄 FeS04・7H205 0 O.t 
石灰液 水酸化カルVウム 5 0 O.t 

染色回数(工程)

1 ( 4 0回)

(染 石 染x3 石 染x3 石 染x3 乾)x 3 鉄

染 石 染x3 石 染x3 石 染x3 乾 鉄 熱 鉄

2 ( 5 0回)

(染 石 染x3 石 染x3 石 染x3 乾)x 3 鉄

(染 石 染x3 石 染x3 石 染x3 乾 鉄)x 2 熱

鉄
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3 ( 6 0回)

(染 石

(染 石

鉄

4 ( 7 0回)

(染 石

(染 石

鉄

染X3

染x3

染x3 

染X3

石染X3

石染X3

石染X3

石染x3 

注熱~熱染液50 O.CIこ1時間浸演

石染x3 乾)x 3 鉄

石染x3 乾鉄)x 3 熱

石染x3 乾)x 3 鉄

石染X3 乾鉄)x 4 熱

"'， 上記の条件で染色を行ない，抜染は次の2浴で処理した。
、、ー/

ー~)

アミラジン

か性ソーダ

ハイドロサルファイト

浴比

7 0 'C. 5分

↓ 

0.3% 

0.15% 

0.3 % 

1. 5 0 

アミラジ'./ 0.3 % 

か性ソーダ 0.1 5ro 

ハイドロサルファイト 0.3% 

浴比 1.50 

8 0 'C. 5分

抜染に対する強さは披染後660nm円分光反射率争もってあらわした。

2-2 緋染色

緋の泥染に影響をおよぽす要因や次のとおりとりあげ，直交表 L16(8X28)によって割

付けた。

要因 水準

回 圃(A)※ 1 (a) 2(b) 3( c) 4 (d) 5(e) 6(f) 7(g) 8(h) 

染液濃度(B ) 1 ( 1 kg当り 3e抽出) 2 (" 1 kg当り1.5 e抽出)

もみ回数(C ) 1 ( 3 0回) 2 ( 6 0回)

染液更新回数(D) 1 ( 5 0回) 2 ( 6 0回)

作 業 者(E ) 1 ( a ) 2 ( .f， ) 

乾燥方法(F ) 1(100'C.2h) 2 (1 00'c. 2h→ld放置)
石灰濃度(G) 1(0.5ro) 2(0.8%) 

※ 田園~a 当センター. b 安勝上. c 安勝下. d 西仲勝1. e 西仲勝E

f 有屋・ E 仲勝. h有良
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直交表 L枯 (215)ー→ L16(8X28)

ミ要 A B C D E F e 1 G e2 

1~7 8 9 10 11 12 13 14 15 

1 1 1 1 1 1 1 1 

2 2 2 2 2 2 2 2 2 

3 2 1 1 1 2 2 2 2 」
4 2 2 2 2 2 1 1 1 l 

5 3 2 2 l 1 2 2 

6 3 2 2 1 2 2 1 l 

7 4 1 1 2 2 2 2 1 l 

8 4 2 2 1 1 1 l 2 2 
v 

9 5 1 2 1 2 1 2 1 2 

1 0 5 2 2 2 1 2 1 

1 1 日 1 2 2 2 2 

1 2 6 2 2 1 2 l 2 

1 3 7 1 2 2 1 1 2 2 1 

1 4 7 2 1 1 2 2 2 

1 5 8 1 2 2 1 2 2 

1 6 8 2 2 1 2 2 1 

試料

緋廷 30 g付緯絹糸を藍染した後2手取で廷に締めたもの各2枚(約20g)X16

染液 有屋町中村染工場から入手したケャリンバイチップ80 kg争煎出，煮沸日時間後採

液

石灰 水E主化カルシウム (_) 
染液更新巨倣(染色工程)

1 ( 5 0回)

(染 石 染x3 石 染X3 石 染x3 乾)x 4 田 a陪

染 石 染x3 石 染x3 石 染x3 乾 田 熱染 回

2 ( 6 0回)

(染 石 染x3 石 染x3 石 染x3 乾)x 5 回

染 石 染x3 石 染x3 石 染x3 乾 田 熱染 田

注染 染液 10 0.1でもみこみ染辛する

熱染 煮沸した染液50 0.1に1時間浸演

石 石灰液50 o.eでもみζむ
上記の条件で染色し，染色後一部ガス締糸を解き，次のとおり抜染した。
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アミラジ" 0.3% 

か性ソ ;; 0.15% 

ハイドロサルファイト ー 0.3')'0

浴比 1.50 

70'C， 3分

抜染に対する強さは，技染後日目。冊目分光反射率をもってあらわした。

3.結果

放染後の反射率と重量増加率を表に示す。

地 糸 緋下ゴ建 抜染後の反射率6'd 重量増加率ω 抜染後四反射率。自
l 3.1 48.6 

2 1.9 98.8 

3 2.2 107.3 

4 2.4 210.5 

5 2.1 81.4 

6 1.6 231.7 

7 1.5 280.5 

8 1.7 302.4 

9 1.7 255.4 

10 1.6 325.3 

1 1 1.4 342.8 

1 2 1.6 309.9 

1 3 2.0 42.0 

1 4 1.5 261.9 

1 5 1.5 517.1 

1 6 1.5 445.6 

L竺均 値 1.83 241.3 

4 分散分析

直交表にもとずいて分散分析をした。次のとおりであった。

(地糸抜染後の反射率)

要因 f s V 

3.9 

2.2 

3.7 

5.8 

16.0 

4.3 

2.4 

5.8 

3.0 

3.6 

2.8 

8.0 

11.3 

2.0 

3.0 

3.0 

5.05 

Fe 

建

重量増加率ぬ

17.6 

37.0 

18.8 

27.4 

10.4 

27.8 

24.8 

27.0 

19.5 

21.0 

23.5 

22.0 

12.4 

26.8 

18.1 

27.1 

22.58 

pω 

A 3 1.7719 0.5906 12.52※※ 54.5 

B 3 0.8869 0.2956 6.26 24.9 

C 3 0.0519 0.0173 0.37 

D 1 0.0056 0.00560 
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E 

F 

G 

EXF 

e 

e' 

要因

A 

B 

C 

D 

E 

F 

G 

EXF 

e 

ぜ

要因

A 

B 

C 

D 

E 

F 

G 

1 

1 

1 

l 

注
， 
e 

f 

s 

v 

0.0006 

0.0506 

0.1056 

0.0156 

0.1 056 

0.2836 

Ol'[lをプーんした誤差項
自由度

偏差平方和

不偏分散

0.00060 

0.05060 

0.10560 

0.01560 

0.10560 

0.2836 

Fo 不偏分散の誤差項に対する比

P 

※ 

※※ 

寄与率

5%危険率で有意差あり

1%危険率で有意差あり

(地糸重量増加率)

f s 
3 104390 

3 115805 

3 6341 

29429 

14847 

1229 

l 8575 

8556 

6352 

B 45900 

(静倣染後円反射率)

f s 
7 81.9 

l 8.12 

1 1.21 

l 35.40 

1 2.56 

1 67.24 

1 16 

V 

34797 

38602 

21140 

29429 。
。
。
。
。

5738 

V 

11.7 

8.12 

1.210 

35.4 0 

2.560 

67.24 

16 

-70 

v 

Fo p 0也

6.06※ 29.5 

6.73※ 33.4 

5.13 

u 
. 

Fo P 紛

5.81 31.3 

4.03 2.8 

17.58 ※ 15.4 

33.37※※ 30.1 

7.94 ※ 6.4 
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dZコ
要因 f 

A 7 

B 1 

C 1 

D 1 

E 1 

F 1 

G l 

e 2 

4 3 

5 要因効果の推定

s 

4.29 

8.06 

120.04 

315.06 

36.60 

14.06 

63.20 

73.96 

2.89 

19.61 

22.5 

2.145 

2.0 15 

V 

17.149 

315.06 

36.60 

14.06 

63.20 

73.96 

2.89 0 

9.81 

7.50 

Fo P 偽

2.29 10.5 

42.01※※ 47.7 

4.88 4.5 

1.88 

8.43 ※ 8.6 

9.86 ※ 10.3 

緋について有志差のあった要因の効果を推定する。方法は母分散~が分らない場合目区間推

定円次式によった。

正 tψ(α)弁〈μ<正十 tψ(α)弁
ここで， tψ{α)は危険率αで自由度ψである t分布表的値

=-，，1守一

上式から，抜染後の反射率についτ

D13.6:1:1.4 

F2 3 士1.4

GI 

6.考察

4. 1土1.4

抜染にたえる地色の染色という観点から地糸の染色壱見ると，これに大きな影響をおよぼす

要因は染液濃度と染液更新回数だけであった。要因の効果の推定から染液濃度は2%，染液更

新回数は日日回が適当である。鉄濃度は 0.5%~5%の聞で差があらわれ仕かっ Tこ。鉄分が多

ければ抜染に弱いというのは誤りであると思う。どうしてそういう誤りが生じたかを考えると，

おそらく鉄分が多いと染着が早く進み，見かけの染着がよいので染液更新回数の少ないと己ろ

で染色を停止する。そのために十分の染着がなされておらず，抜染に対して弱くとEるのでは主主

いだろうか。重量増加率については染液更新回数が多いほど，染液濃度が高いほど大きくなる。

次に緋の染色を見ると，これに影響をおよぼす要因は乾燥方昆染液更新回数，石灰濃度で

ある。緋染色においては乾燥を十分に行なうことが如何に大切であるかということが明らかに

なった。このことは分散分析において， Fa値， p値が共に高いことで首肯される。乾燥機内だ
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けでの乾燥を行主う場合は適当芯除湿装置争っけなければなら注いだろう。除湿装置がえZいと

きは乾燥機外で1-2日放置すればこれに代えることができるだろう。染着のよい回聞は抜染

に弱いと主張する人があるが，それは当らないと考える。 P値目大きさや技染結果の観察から

見ると，かえって染着目よい回国ほど抜染に対する抵抗力は強いと思うのである。染液更新回

数は地糸と異主主る結果がでた。多分これは地糸と耕の染色法の違いに基くものなのだろう。地

糸は染液更新町最終回に泥染をするが，緋は染液更新の途中で数回泥染をする。つまり泥染と

次の泥染止の中聞の染液更新回数奇大きくふやしてもよくならない，あまり意味がないという

ことを示しているのだろう。重量増加率に関しτは染液濃度が一番大きな要因であった。

間 シャリンパイの加圧抽出試験

赤塚嘉寛・操 利一

1 目的

加圧高温下におけるシャリ γパイ液の抽出を調べる。

2 試験概要

加圧用の鍋はセプ(6 e ) を使用した。この規格は圧力 1. 5k9/~ ， 温度 116 'C b.Pで

ある。

試料チップ

原木を3-10棚厚さに切断したものでナイロソ袋に入九冷蔵庫に 1月余り保存レたも

σ、。
抽出はチップ20 0 gに水4e"，加えて所定時間煮沸し，放冷後1eに調整した。常圧
1 OO'C，加圧116'Cの両者壱比較するため，毎回1くみずつ拍出し. KMn04滴定によ

るタ Yニ Y定量と蒸発残留分を測定した。

3 結果

ぢ棒高
タシ ~:/(PPm) 固形分 (PPm)

100・c 116'C 1 0 0 'C 1 1 6 'c 

1 3・00 829 1，118 1，895 2，825 

2 3・00 546 842 1，600 2，4 5 0 

3 2 • 4 0 1，697 2，09 1 5，51 5 6，785 

4 2・20 1，973 1.848 6，11 0 6.535 

5 2 • 2 0 2.446 2，551 6，875 7，060 

6 2・20 1，572 1，7 36 4，565 3，980 

7 2 • 2 0 1，578 2，183 4，440 民095

平均値 2・34 1，520 1，767 4，429 5 1，04 
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考 察

7くみの試料抽出時間争一定にする予定であったが，常圧100'Cの方が蒸発が激しし煎

出液が少量になったので時聞がまちまちになった。また同一温度のものでもチップ材料を完全

に均等にすることができなかった。この二つの理由でムラが生じたものと思われる。それにも

拘らず， 1 OO'Cと11 6 'cの抽出向差は明白であると言ってよいだろう。

抽出液の両者の外観は 10 O'C白方が濃褐色であり， 1 1 6'Cの方は笹色がかった褐色であ

った。これは 100'c抽出液は沸騰の際，たえず空気と接触して酸化重合が進行していくため
に濃褐色に変色していくのでは芯いかと恩dつれる。これにくらべて 11 6'Cの方は圧力調節弁

から水蒸気が外部へ出ていくことはあっても.外から空気が入ってくることがとZ心外円空気

と遮断されている状態にあるから変色を起きないのではないだろうか。また抽出温度が異なる

ことによっτ拍出成分が違い，このため外観が異なることも考えられるが， この点については

今後の検討にまたねば位らない。

04 シヤ ンバイの保存に関する試験

赤塚 嘉寛・操 矛1J.-

目 的

シャりンバイ液の保存方法について調べる。

試験概要

まえにシャリンバイ液にホルマリ yやクレゾーノレ石けんを加えることにより腐敗を防ぎ，長

期間団呆存する実験をしたが， 今回はタンニ γ酸そのものに防腐能力があることに注目して，波

度壱大きくすることによる保存銘畠を調べた。

2-1 濃度別保存

通常使用する染液の濃度はシヤリンパイ原木町 2.5倍液である。これを原液として次

のとおり濃縮した。

1 原液

2 2倍

3 5倍

4 1 0倍

原液の煎出はシャリンバイチップ 17 kgに100E<Tl水を加え， Na 2C03 20 gを添

加して行なった。 5U年 4月 17日から56年 9月 18日(5カ月)まで保存した後.

染色を行なった。染色御3重量増加率は次のとおり。

28% 

2 2970 

73 



3. 20 'i'o 

4. 1 5 'i'o 

2倍濃縮保存のものが染色は良好であった。

2-2 2倍濃縮保存液の変化

Vャり γバイチップ80kg1i?煎出. 10 0 e採液(通常の2倍濃縮に当る)。これを
ステンレスチール容器に蓋壱して5カ月間保存した。 PH.比重，屈折率，固形分，タ

ンニ:/~調べt: 。

3 結果

測定項 目 56 1 0 1 (煎出直後) 57 3. 9 ( 5カ月後)

F H 5.1 4. 7 

比 重 1.004(25'C) 1.0045(17"C) 

屈 折 率 2ro (プリクス) 1. 5 'i'o (プリタス)

タ γ ン 5608Ppm 4668PPm 

|国 形 分 15065PPm l0783ppm 

4 考察

シャリンパイ液はタンュγ濃度辛高くしておけば半年くらいは保存が可能である。煎出後1

週間. 2週間で泡があらわれ.大きくなって表面己あふれでてくる。これは糖分が発酵するた

めと恩われる。己の泡を除1'".蓋干して密閉しておけば腐敗することt..く長期間保存できるこ
とがわかった。ただし，タンニン濃度は5カ月間で5608PPmから4668PPmへ低下

した。これは重合が進んだ一部が沈下したためではないかと推測される。
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技術指導業務等の経過6. 

技術指導の実施状況

指 噂 項 目 地区数 企業数t人件) 地 区 名

簡易巡回指導 1 0 4 3企業 瀬戸内(2).名瀬{泊，笠利，喜界，竜郷(却，

与論

一般巡回指導 3 1 0企業 名瀬(団

巡回技術指導(機織) 8 37企業 笠草山2).竜郷，大和，徳之島，和泊.

鹿児島ω
巡回技術指導(染色) 1 1 7 7企業 名瀬(2).笠利(4¥.竜鰍日，住用，宇検，

瀬戸内

巡回技術指導(図案) 4企業 喜界

講習会(製織) 261人 和泊

講習会(染色〕 2 1 40人 笠幸11.鹿児島

製織技術指翠員養成研修 3 日7人 名瀬，鹿児島ω
大島紬検査員研修 2 1 5人 名瀬，鹿児島

移動指導センタ 5 73件 鹿児島ω
技術7ドバイサ 指導 7 22企業 徳之島，竜郷，名瀬，喜界，古仁屋，宇検，

住用

(1) 

@ 

/ 

¥、ノ

相談による指導

指 導 項 目 件数 指 導 項 目 件数

色採の配色法 3件 合成染料円染色法 9件

柄行，色の使い方 3件 泥染料毛羽について 8件

小柄のパターγについて 4件 泥染紬の斑直し法について 37件

輪郭のとり方 4件 泥染紬の摩擦堅ろう度について 38件

折曲線のとり方 1件 色大島紬の風合改善について 1 4件

織物設計について 60件 大島紬の斑直Uこついて 1 8件

耕加工について 66件 泥染糸の水洗ソーピ'/!I法 1 4件

原料糸について 6 2件 仕上剤について 4件

製織について 8 5件 泥藍緋及び化染緋技染法 1 3件

シャリンパイ染色法 87件 その他 4件

泥態緋の部分技染法 2 6件

草木染法 1 0件 iロh E十 5 7 0件

C
D
 

ワ

(2) 

ー，-__/

巴



(3) 依頼による試験等 (品受託業務

依頼物件 試 験 項 目 件数 委託品 依頼項目 件数

大島紬 定性分析 28件 大島紬 紹糸染色 5件

d少 定量分析 2件 原料糸 白緋染色 1件

11 
染色堅牢度，繊維，撚数，

18件
強伸度，阿見肢試験

• 自緋技染 1 1件

図 案 図案調製 2件

。 その他の物理試験 3件

シャロン 定量試験
14件

、会

¥ 

バイ液

水 。 12件

泥 土 • 1 3件 v 
羊毛わた • 1件

計 91件

ω 56年}宣伝習生の養成状況

養成の 的 養成期間 養成人員
養成科目別人員内訳

目
図案 染色 締加工

大島紬の専門的知識と技術
56年4月~

争習得させ中堅技術者となる 5人 2人 l人 2人
5 7年3月

ベき後継者争養成する。

科別 指 導 項 目

1 総合理論議義(図案，原料，締加工，染色化学) u 
図 2 基礎図案による模写

案
3. 図案の構図と輸画の取り方

4 図案の考案調製 d・

科 5 図案と締加工の関係

日 図案と原図の関係

1 総合理論講義(図案，原料，締加工，染色化学)

染 2 合成染料の試験染

色
3 合成染料の混合染

4. 合成染料の耕廷染色

科 5 合成染料の摺込液調整

6 シャリンパイ染色(地糸)
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7. ""ャロンバイ染色(緋)

邑 植物染料染色

且 植物藍染色

10 色緋抜染

11 泥藍耕部分抜染

12 色緋部分抜染

13 染色堅ろう度訴験

14. 復習及び民間工場実習

締 1 総合理論講義(図案，原料，締加工，染色化学)

方日 2 設計，糸繰り，整色糊張り実習

工 3 普通締，交代締加工，仕上実習

科 4 回し締，ふかし締，袋締加工実習

、

)

行事な主7. 

会議等

名 称 場所 月 日 出席者 主 催

第35回九州地方公設試験研究機関事務連 久留米 5/12~13 有吉 福岡通商産業局

絡会議

昭和56年度工業技術連絡会議繊維連合部 東 京 5/19~21 染川 繊維連合部会

会

昭和56年度九州地方工業技術連絡会議第 福 岡 6/11~12 染川 福岡通商産業局

1回場長会議

昭和56年度九州地方工業技術連絡会議第 鹿児島 9/3 染川 福岡通商産業局

2回場長会議

昭和56年度工業技術連絡会議中国，四国， 柳井市 10/5 染川 繊維専門部会

九州地方繊維専門部会

第36回九州地方公設試験研究機関事務連 鹿児島市 10/8~9 有吉 福岡通商産業局

絡会議

全国公設鉱工業試験研究機関事務連絡会議 福 岡 1 0/28~29 有吉 工業設術院

昭和56年度工業技術連絡会議中国，四国， 米 子 11/5~6 平田 繊維専門部会

九州地方繊維専門技術委員会

昭和56年度デザイ "'00発指導連絡協議会 福 岡 11/9 今村 福岡通商産業局
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審査講習会等位}

主催団体

伝統工芸土認定産地委員会

当者担日

9/23-24 

月場所称名

杉山鹿児島市伝統工芸土認定業務

h h 9/29 

ら/8

名瀬市

和泊

h 

和泊町

染川，杉山，押)1[. 1鹿児島県，紬協同組合(鹿

池之平，丸山，赤塚.1児島，奄美)

11 

1砂/15名瀬市

大島紬コ Y タール

大島紬製造工程別技術

西，操

競技会

竜郷町丸山.押川2/7 竜郷町浦第9回竜郷町産業文化

祭(大島紬部門審査〉

染色講習会 本場大島紬連合会丸山品/2辛~5竜郷笠牙11

j

i

l

i

-

-

i

 

1
1
i
L
 

h 11 3/16 

3/18 

鹿児島市11 

。11 名瀬市

名瀬市

h 

当セ Y タ

h 

全職員

丸山，酋，赤塚，徳

島/12

4/15 名瀬市

大島紬製造技術懇談会

昭和56年度研究発表

会 永.赤塚.押川.福山

h 丸山.赤塚，押)1[，4/20 鹿児島市h 

平田，徳永

。。
句
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